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　土の性質は、物理的性質・化学的性質・生物的性質の３つの要素から成り立っています。

　それぞれが総合的に関わり合って、地力となります。地力とは体力のようなもので、物理的
性質・化学的性質・生物的性質をより良い状態に改善することが土づくりです。

〔１〕物理的性質の改善
１土壌の三相（①固相：土の本体②液相：水分③気相：空気のすきま）を適正にする。固相

率が増加するほど土は硬くなり、通気・排水性が悪くなり、根張りが悪くなる。ほ場の中
では重機が走り、土壌を踏みつけるため、土壌中に硬い層ができてしまう。

２このため、粒子構造の改善をする。粒子には単粒・団粒構造がある。団粒構造になるとす
きまが多くなり通気・排水性・根張りも良くなる。団粒構造にするには腐植（有機物が腐
熟してできるもの）が必要。

３草生栽培によっても、有機物の補給や団粒構造の維持、水分空気の浸透に役立つ。

〔２〕化学的性質の改善
１土壌診断実施によって、化学的性質が読み取れる。結果により、必要な養分を補給し、不

要な養分を与えない事で適正化を図る。
２近年は、土壌のｐＨ（ペーハー）が中性に近づいてきている園が目立つ。作物により好適な

ｐＨの適正範囲があり、逸脱すると微量要素欠乏症や過剰症・根の張り不足が問題になる

ため、適正化する。適正ｐＨより、中性に近づいている場合、基肥施用にあわせて、「ガッテ
ンペーハー」10 ａ当り５袋を樹冠下中心に施用する。また、軽く耕うんできる場合は実施し、
土と混ぜる。なお、石灰成分の施用はひかえる。（サンライム、醗酵けいふんなど）

〔３〕生物的性質の改善
１微生物の多様性に富んだ土壌は病害に強いと言われる。微生物の数が少なくなると、病害

を引き起こす微生物が増えやすくなる。
２連作により微生物の数や種類が減った土壌には、堆肥（有機物）を施用する。

〔４〕堆肥（有機物）の施用
１利点（①：有機物の補給②：団粒構造の維持③：水分・養分競合が少ない）
２欠点（①：施用する手間がかかる②：カリ等不要な養分を補給してしまう場合がある）
３施用上の注意点

① 10 ａ当り１～２ｔ程度を施用する。連年施用する場合は礼肥・基肥を減肥する必要が

ある。
②適正な堆肥を使用する。その他の堆肥を施用する場合は、完熟なものを使用し、成分等

を勘案して使用する。

商　品　名 成　　　分 特　　　　　徴

グリーン長野堆肥 N1.1-P0.8-K0.3 炭・バーク主原料に牛糞を配合。

エアーポイント Ｎ 1.07- Ｐ 2.18- Ｋ 0.88 コーンコブを主原料に醗酵鶏糞と醗酵促進微生物を配合。
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〔１〕全共通事項

①近年の土壌診断の結果から土壌ｐＨが 7.0 に近づきアルカリ性化が進んでいる。
また、石灰・りん酸・加里が過剰傾向、苦土・微量要素が不足傾向となっているため、土
壌診断を積極的に実施し、適正な施肥を心掛ける。

②本施肥基準の記載量は、成木基準のため、幼木は３分の１程度、若木は２分の１程度を目
安に施用する。

③微量要素が不足している場合は、３月に総合微量要素資材「ミネパワー」を 10 ａ当り１
〜２袋施用する。薬剤防除に、ボルドー液を散布する品目は「Ｃ」タイプ。それ以外の品
目は「Ｓ」タイプを使用する。

④ほう素欠乏対策として、３年に１回「ほう砂」を 10 ａ当り３㎏施用する。
⑤苦土が不足している場合は、４〜５月に「硫酸苦土（硫マグ）」を 10 ａ当り１〜２袋

施用する。
⑥りん酸・加里過剰でない場合は、「有機専科」に代えて、「プレシャス有機 K」を同量

施用してもよい。

〔２〕りんごの施肥基準……10a当り目標収量 4,000㎏
適正土壌ＰＨ（蒸留水分析）　6.0～6.5

１通常栽培

品
種 施 用 時 期 肥　　　　料　　　　名 施 用 量

肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ）

窒素 りん酸 加里 苦土

ふ

じ

11 月 下 旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ２袋 3.2 0.8 0.4 0.6

果 樹 の 力 ２袋 13.6

合　　　　　　　　　　　　　計 3.2 0.8 0.4 14.2

つ
が
る
・
中
生
種

４ 月 下 旬 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

収 穫 後 有 機 専 科 １袋 1.2 0.4

11 月 下 旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ３袋 4.8 1.2 0.6 0.9

果 樹 の 力 ２袋 13.6

合　　　　　　　　　　　　　計 8.4 2.4 0.6 14.5

①中山間地は、 「グリーン長野果樹専用有機入り72」 と 「果樹の力」 は11月中旬に施用する。

②ふじ・つがる以外の品種は両品種の中間的な施用量で対応するが、どちらかの系統に

近いかを判断して適正施肥を行う。

③肥料の流亡しやすい園地では、基肥を３月上旬に施用する。

④樹勢が強い場合は、９月にスミクリン５袋を施肥する。

⑤つがる・中生種のわい性樹には、グリーン長野果樹専用有機入り 72 を１袋増肥する。

２新わい化栽培（高密植栽培）……10a当り目標収量 5,000㎏～6,000㎏

品 種 施 肥 時 期 肥　料　名 施 肥 量 ポ イ ン ト

全品種共通

３ 月 下 旬〜４ 月
有 機 専 科 ２袋 有機専科に代えてグリーン長野果樹専用有

機入り 72 を１袋でもよい。ただし３月上旬
に施用する。果 樹 の 力 ２袋

５ 月 下 旬〜 6 月
硫 安 １樹 20 ｇ 樹勢・着果量に応じて調整

硫酸苦土（硫マグ） ２袋

早生・中生 ９月中旬〜収穫後 有 機 専 科 ２袋
樹勢が弱い場合は３袋とする。有機専科２
袋に代えて醗酵けいふん（ペレット）３～
４袋でもよい

全品種共通 11 月 ～ 12 月 堆 肥 １トン
堆肥に代えて、グリーン長野果樹専用有機
入り 72 を２袋と果樹の力 2 袋でもよい

①近年樹勢の低下や品質低下が多い傾向。基本となる管理を正しく行う（誘引・適期の
摘花（果）・適正着果量・葉摘みなど）

②定植 1 年目
　・定植前に除草・耕うん・堆肥を投入するなど、根張り・排水性・保水性を確保する。
　・５月下旬以降に主幹伸長を確認しながら、必要に応じて 7 月末まで窒素の施肥を行う。

２週間間隔で２〜３回、「硫安」を 1 樹当り 20〜 30 ｇ施用する。
③定植２年目 　・５月下旬に樹勢が弱い場合は、「有機専科」を 10 ａ当り 1 袋施用する。
　・９月中旬〜 10 月上旬に「グリーン長野果樹専用有機入り 72」「果樹の力」を 10 ａ当

り 1 袋ずつ施用する。
④３年目以降
　・主幹伸長の状況や土壌診断結果を参考にし、樹勢に応じた施肥を行う。
　・新わい化栽培はカリ肥料を多く消費するので、「有機専科」に代えて「醗酵けいふん（ペ

レット状）」でもよい。「醗酵けいふん」はペレット状と粒状で成分が異なるので注意。
また土壌ＰＨが高い場合は使用しない。
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〔３〕もも・ネクタリンの施肥基準……
10a当り目標収量白鳳3,200㎏ 白桃3,500㎏
土壌ＰＨ（蒸留水分析）5.5 ～ 6.0

施 用 時 期 肥 料 名 施 用 量
肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ） 

窒素 りん酸 加里 苦土

９ 月 中 旬 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

10 月 下 旬 ～　　　　 グリーン長野果樹専用有機入り72 ４袋 6.4 1.6 0.8 1.2

11 月 上 旬 果 樹 の 力 ２袋 13.6

合　　　　　　　　　　　 計 8.8 2.4 0.8 14.8

①樹勢の弱い場合は、満開後 10 ａ当り有機専科１袋（20㎏）又はノルチッソ 0.5袋（10㎏）

を施用する。

②樹勢が強い場合は、３月上旬に 10 ａ当りスミクリン２袋を施用する。

③ネクタリンは２割程度多めに施用する。

④マンガン欠乏が見られる場合は、３月と８月に硫酸マンガンを１樹当り１回 0.5 ～１㎏

施用する。

〔４〕ぶどうの施肥基準……10a 当り目標収量 1,600 ㎏
土壌ＰＨ（蒸留水分析）　6.5～7.0

１種あり巨峰（平坦一般土壌）

施 用 時 期 肥　　　　料　　　　名 施 用 量
肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ）

窒素 りん酸 加里 苦土

６月上旬 （満 開 時）
ノ ル チ ッ ソ １袋 2.8

有 機 専 科 ３袋 3.6 1.2

７ 月 上 中 旬 硫 酸 苦 土 （ 硫 マ グ ） ２袋 10.0

８ 月 上 中 旬 ノ ル チ ッ ソ １袋 2.8

９ 月 下 旬 な た ね 粕 ３袋 3.0 1.2 0.6

10 月 中 下 旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ２袋 3.2 0.8 0.4 0.6

果 樹 の 力 ２袋 13.6

合　　　　　　　　　　　 計 15.4 3.2 1.0 24.2

２種なしぶどう・ロザリオビアンコ・スチューベン・デラウェア（平坦一般土壌）

施 用 時 期 肥　　　　料　　　　名 施 用 量
肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ）

窒素 りん酸 加里 苦土

７ 月 上 中 旬 硫 酸 苦 土 （ 硫 マ グ ） ２袋 10.0

９ 月 下 旬 な た ね 粕 ３袋 3.0 1.2 0.6

９月下旬～ 10 月上旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ２袋 3.2 0.8 0.4 0.6

果 樹 の 力 ２袋 13.6

合　　　　　　　　　　　 計 6.2 2.0 1.0 24.2

３ぶどう共通事項
①５年生程度までの若木は、グリーン長野果樹専用有機入り 72 の施用は、控える。
②樹勢が特に強い樹は、３月下旬～４月上旬にスミクリンを 10 ａ当り５袋程度施用する。

また、９月下旬～１０月上旬のグリーン長野果樹専用有機入り 72 を 1 袋～ 0.5 袋程度
とする。

③種あり巨峰で、樹勢が弱い場合は、５月中旬にノルチッソ１袋と有機専科２袋を施用し、
９月下旬のなたね粕を２袋追加、９月下旬〜 10 月上旬のグリーン長野果樹専用有機入
り 72 を 1 袋追加する。

〔５〕プルーン・スモモの施肥基準……10a当り目標収量 2,000㎏
土壌ＰＨ（蒸留水分析）5.5～6.0

施 用 時 期 肥　　　　料　　　　名 施 用 量
肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ）

窒素 りん酸 加里 苦土

４ 月 中 下 旬 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

９ 月 中 下 旬 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

10 月 下 旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ５袋 8.0 2.0 1.0 1.5

果 樹 の 力 １袋 6.8

合　　　　　　　　　　　 計 12.8 3.6 1.0 8.3

〔６〕あんず・うめの施肥基準……
10a当り目標収量 あんず 2,000㎏・うめ 1,500㎏
土壌ＰＨ（蒸留水分析）5.5～6.5

施 用 時 期 肥　　　　料　　　　名 施 用 量
肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ）

窒素 りん酸 加里 苦土

４ 月 下 旬 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

７ 月 下 旬 （ 収 穫 後 ） 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

10 月 下 旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ４袋 6.4 1.6 0.8 1.2

果 樹 の 力 １袋 6.8

合　　　　　　　　　　　計 11.2 3.2 0.8 8.0

①ほう素欠乏（特に新潟大実）に注意し、ほう砂の施用を行う。

②あんず・うめの平坦地ではグリーン長野果樹専用有機入り 72 を１袋減肥する。

③山間地で肥料流亡しやすい園は、果樹の力１袋増肥する。

〔７〕なしの施肥基準……10a当り目標収量 4,000㎏
土壌ＰＨ（蒸留水分析）6.0～6.5

施 用 時 期 肥　　　　料　　　　名 施 用 量
肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ）

窒素 りん酸 加里 苦土

４ 月 中 下 旬 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

９ 月 下 旬 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

10 月 下 旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ５袋 8.0 2.0 1.0 1.5

果 樹 の 力 １袋 6.8

合　　　　　　　　　　　計 12.8 3.6 1.0 8.3

〔８〕おうとうの施肥基準……10a当り目標収量 1,000㎏
土壌ＰＨ（蒸留水分析）5.5～6.0

施 用 時 期 肥　　　　料　　　　名 施 用 量
肥 料 要 素 成 分 量  （ ㎏ ）

窒素 りん酸 加里 苦土

７　 月 （ 収 穫 後 ） 有 機 専 科 ２袋 2.4 0.8

10 月 下 旬
グリーン長野果樹専用有機入り72 ５袋 8.0 2.0 1.0 1.5

果 樹 の 力 ２袋 13.6

合　　　　　　　　　　　計 10.4 2.8 1.0 15.1

〔９〕共通事項
①樹勢が弱い場合は、「有機専科」を施用する際、10 ａ当り 1〜 2 袋追加して施用する。
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㊞は劇物のため購入の際にはハンコが必要となります。

散布月日 散布時期
FRAC

又は

IRAC

コード

散　　布　　薬　　剤
（調合順序・使用倍率）

水 100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前

日　数

10ａ当り

散布量（ℓ）
対象病害虫名 代替可能薬剤 散布管理上の注意事項

●近年発生が増加している、腐らん病対策（早期発見・早期治療・予防）の徹底をする。もっとも重要なのは、「発見したらせん除・伐採・削り取り」・「予防と
して切り口の早期保護」の耕種的防除です！

●ナシマルカイガラムシの発生が増加しています。第１回目防除がもっとも重要です。必ず実施し、枝・幹にしっかり薬剤を掛けましょう！

／ １
発芽10日前

（３月中下旬）

NC

M2
ス プ レ ー オ イ ル
石 灰 硫 黄 合 剤

※１
※２

50倍
10倍

（水88ℓ）
2ℓ

10ℓ
発芽前
発芽前

350
ハ ダ ニ 類
カ イ ガ ラ ム シ 類
越 冬 病 害 虫
腐 ら ん 病

※１　ハーベストオイル
50倍

※２　トップジンM水和剤
1,000倍

　又はベンレート水和剤
2,000倍

①カイガラムシ類の被害がない場合は、石灰硫黄合剤に
代えて、トップジン M 水和剤 1,000 倍を使用しても
よい。

②越冬病害虫除去には、粗皮削りが重要。また、ナシマ
ルカイガラムシ・リンゴハダニ防除は、スプレーオイ
ルをしっかりと散布する事が重要です。

③トップジン M 水和剤及びベンレート水和剤は、同系
統薬剤で、年に一方の使用となる。

／
２
展葉始め

（発芽10日後頃）
４月上旬頃

－

M2

M3

展 着 剤
コ ロ ナ フ ロ ア ブ ル
アントラコール顆粒水和剤

※３
※４
※５

10,000倍
400倍
500倍

10mℓ
250mℓ
200ｇ

－
－

45日
350 う ど ん こ 病

黒 星 病

※３　ドライバー 1,000倍

※４　イオウフロアブル
500倍

※５　㊞ベフラン液剤25　
1,000倍

①腐らん病点検を定期的に実施し、早期の
処理・処分を徹底する。

／ ○特
４月中旬

－

M3
展 着 剤
アントラコール顆粒水和剤

※３ 10,000倍
500倍

10mℓ
200ｇ

－
45日 350 黒 星 病 ※３　ドライバー 1,000倍

①第２回から第３回の散布間隔が 10 日以上空く場合は、第 2
回散布 7 日後に、特別散布する。

／ ４月中下旬頃 － コ ン フ ュ ー ザ ー Ｒ※６
100～

120本

シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類

※6　ナシヒメコン

４月中旬　100本

７月　　　50本／10a当り

①ナシヒメコンはモモシンクイガ、ハマキムシ類には効果が
無い。

②ナシヒメコンを使用する場合は、４月中旬に 100 本／
10a 当り、７月に 50 本／ 10a 当りの２回を設置とする。
更に第６回に殺虫剤を加用散布する。又、周囲のプルー
ン・スモモへも設置する事で効果が上がる。

／ ３
開花直前

－

52

18

展 着 剤
ミ ギ ワ 20 フ ロ ア ブ ル
ロ ム ダ ン フ ロ ア ブ ル

※７
※８

10,000倍
4,000倍
3,000倍

10mℓ
25mℓ
33mℓ

－
前日
前日

400
黒 星 病
う ど ん こ 病
ハ マ キ ム シ 類
ケ ム シ 類

※７　ユニックス顆粒水和剤47

2,000倍

※８　カスケード乳剤

2,000倍

①キンモンホソガ・ギンモンハモグリガの発生が心配され
る場合は、ロムダンフロアブルに代えて、カスケード乳
剤 2,000 倍を使用してもよい。

／
４

落花直後
（中心花）

※前回10日後厳守

－

7
展 着 剤
㊞ カ ナ メ フ ロ ア ブ ル

※３ 10,000倍
4,000倍

10mℓ
25mℓ

－
前日 400

黒 星 病
う ど ん こ 病
赤 星 病
褐 斑 病

※３　ドライバー 1,000倍

①開花中であっても、前回 10日後以内を厳守して散布
する。

②アブラムシの発生が心配される場合はウララＤＦ
4,000倍を加用散布する。

③ハマキムシ、ケムシ類（マイマイガ）の発生が多い場合
はバイオマックスＤＦ 3,000倍を加用散布する。

／ ５
５月上中旬

－

4A

３

M3

展 着 剤
㊞モスピラン顆粒水溶剤
オンリーワンフロアブル
ペ ン コ ゼ ブ 水 和 剤※９

10,000倍
4,000倍
2,000倍

500倍

10mℓ
25ｇ
50mℓ

200ｇ

－
前日
７日
30日

400
ギンモンハモグリガ
シ ン ク イ ム シ 類
褐斑病・うどんこ病
黒 星 病・ 黒 点 病
赤星病・斑点落葉病

※９　デランフロアブル

1,000倍

①シンクイムシ類・アブラムシ類の発生が多い場合は㊞モ
スピラン顆粒水溶剤を2,000倍に代えて使用してもよい。

②カイガラムシ類発生園は、アプロードフロアブル 1,000
倍を加用散布する。

③黒星病の発生が無く、褐斑病の発生が心配な場合は、
ペンコゼブ水和剤に代えて、デランフロアブルを使用
してもよい。

／ ６
５月下旬

－

M3

1B

展 着 剤
アントラコール顆粒水和剤
㊞ダイアジノン水和剤 34

※10 10,000倍
500倍

1,000倍

10mℓ
200ｇ
100ｇ

－
45日
30日

500

黒 点 病・ 黒 星 病
褐斑病・斑点落葉病
すす斑病・すす点病
シ ン ク イ ム シ 類
リ ン ゴ ワ タ ム シ
キ ン モ ン ホ ソ ガ
カ イ ガ ラ ム シ 類

※10　アビオンＥ 1,500倍

①降雨が多い場合は、展着剤に代えて、固着性展着剤ア
ビオンＥ 1,500 倍を使用してもよい。

②腐らん病が多い場合は、一輪摘果が終了したら、トッ
プジン M 水和剤 1,500 倍を特別散布する。なお、トッ
プジン M 水和剤とベンレート水和剤は、同系統薬剤
で、年に一方の使用となる。

この状態が 2〜 3 芽確認
できた時が散布時期

〔性フェロモン剤コンフューザーR設置園用〕
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病害虫のまん延防止のため、収穫終了後の品種にも必ず薬剤防除をする！

／ 7
６月上中旬

－

1B

M3

展 着 剤

㊞ダイアジノン水和剤 34

ペ ン コ ゼ ブ 水 和 剤

※10 10,000倍

1,000倍

500倍

10mℓ
100ｇ
200ｇ

－

30日

30日
500

リ ン ゴ ワ タ ム シ
シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類
カ イ ガ ラ ム シ 類
輪 紋 病 ・ 炭 そ 病
すす斑病・すす点病
黒星病・斑点落葉病
褐 斑 病

※10　アビオンＥ 1,500倍

①降雨が多い場合は、展着剤に代えて、固着性展着剤ア
ビオンＥ 1,500 倍を使用しても良い。

／ 8
６月下旬

－

28

11+7

展 着 剤

エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ

ナ リ ア W D G

※10 10,000倍

5,000倍

2,000倍

10mℓ
20mℓ
50ｇ

－

前日

前日
500

シ ン ク イ ム シ 類
キ ン モ ン ホ ソ ガ
ギンモンハモグリガ
斑点落葉病・黒星病
輪 紋 病・ 炭 そ 病
すす斑病・すす点病
褐 斑 病

※10　アビオンＥ 1,500倍

①シナノリップは、シンクイムシ類被害が多い。㊞サイ
ハロン水和剤 2,000 倍を特別散布し、第７回から第９
回までの散布を 10 日間隔としてよい。

②褐斑病の発生が心配な場合は、７月初旬にユニックス
顆粒水和剤の 2,000 倍を特別散布する。
③ハダニ類の発生が多い場合は、アカリタッチ乳剤 1,000

倍を加用散布又は特別散布する。展着剤不要。
※高温時並びに展着剤使用で、薬害が発生するため注意

する。

／ 9
７月上中旬

－

23

3A

M1

M4

展 着 剤

ダニゲッターフロアブル

㊞ イ カ ズ チ Ｗ Ｄ Ｇ

キノンドー顆粒水和剤

オーソサイド水和剤 80

※11

※12

10,000倍

2,000倍

1,500倍

1,000倍

800倍

10mℓ
50mℓ
66ｇ

100ｇ
125ｇ

－

前日

前日

14日

前日

600

ハ ダ ニ 類
キ ン モ ン ホ ソ ガ
シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類
斑点落葉病・褐斑病

輪 紋 病 ・ 炭 そ 病

黒 星 病

※11　ササラ 3,000倍
※12　㊞スカウトフロアブル

2,000倍

①ナシヒメコン使用の場合は第２回目の取り付けを７月
末までに行う。（50 本 /10 ａ当り）
②展着剤を機能性展着剤ササラ 3,000 倍に代えると、濡

れ性・乾きが向上し、汚れが軽減される。
③ダニゲッターフロアブルは、水稲の開花期に飛散する

と不稔を生じるため、散布が遅れないよう注意する。

／ 10
７月下旬

－

11

Ｍ7

20

4A

展 着 剤

フリントフロアブル 25

ベルクートフロアブル

マイトコーネフロアブル

㊞バリアード顆粒水和剤

※13

10,000倍

2,000倍

1,500倍

1,000倍

4,000倍

10mℓ
50mℓ
66mℓ

100mℓ
25ｇ

－

前日

前日

前日

前日

600

黒星病・斑点落葉病
すす斑病・すす点病
輪 紋 病・ 炭 そ 病
褐 斑 病
ハ ダ ニ 類
キ ン モ ン ホ ソ ガ
シ ン ク イ ム シ 類

※13　カネマイトフロアブル
　1,000倍

①早生種が無い場合は、マイトコーネフロアブルに代え
て、カネマイトフロアブルを使用してよい。

②ナシヒメコン設置園（モモシンクイガ対策）又は、シ
ンクイムシ類の発生が心配される園は、㊞バリアード
顆粒水和剤を 2,000 倍で使用する。
③カイガラムシ類発生園は、コルト顆粒水和剤 3,000 倍

を加用散布する。

／ 11
８月上中旬

－

28

M4

12C

展 着 剤

サムコルフロアブル 10

オーソサイド水和剤 80

オ マ イ ト 水 和 剤

※14 10,000倍

2,500倍

800倍

750倍

10mℓ
40mℓ

125ｇ
133ｇ

－

前日

前日

３日

600

シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類
キ ン モ ン ホ ソ ガ
黒星病・斑点落葉病
すす斑病・すす点病
輪 紋 病 ・ 炭 そ 病
ハ ダ ニ 類

※14　スカッシュ 1,000倍

①降雨が多い場合は、炭そ病対策として、第 11・12 回
目の中間で、オーソサイド水和剤 800 倍を特別散布す
る。

／ 12
８月下旬

－

3A

M4＋P7

展 　 着 　 剤

アーデントフロアブル

アリエッティ C 水和剤

※11 10,000倍

2,000倍

800倍

10mℓ
50mℓ

125ｇ

－

前日

前日 500
シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類
黒星病・斑点落葉病
すす斑病・すす点病
褐 斑 病

※11　ササラ 3,000倍

①ハダニ類の発生が多い場合はダニオーテフロアブル
2,000 倍を加用散布してもよい。ただし、散布前後２
週間はキノンドーなど銅剤の散布を行わない。

／ 13
９月上中旬

－

M７

4A

展 着 剤

ベルクートフロアブル

（㊞バリアード顆粒水和剤

※11

※15

10,000倍

1,500倍

2,000倍

10mℓ
66mℓ
50ｇ

－

前日

  前日）
500

斑点落葉病・黒星病
すす斑病・すす点病
褐 斑 病

（ シ ン ク イ ム シ 類 ）

※11　ササラ 3,000倍
※15　ベルクート水和剤

1,000倍

①シンクイムシ類の発生が多い場合は、㊞バリアード顆
粒水和剤 2,000 倍を加用散布する。

②炭そ病の発生が多い場合は、ベルクートフロアブルに
代えて、オーソサイド水和剤 800 倍を使用する。

／ ○特
９月下旬

－

M11

展 着 剤

ストライド顆粒水和剤

※11 10,000倍

1,500倍

10mℓ
66ｇ

－

 前日 500
黒 星 病
斑 点 落 葉 病
すす斑病・すす点病
褐 斑 病

※11　ササラ 3,000倍

①第 13 回と第 14 回の散布期間が空く場合は、特別散布する。
②リンゴワタムシ及びカイガラムシ類発生園は、トランス

フォームフロアブル 2,000 倍を加用散布する。
③ストライド顆粒水和剤は、高温時に使用すると薬害が

発生する場合があるため注意する。

／ 14
10月上旬

－

M11

展 着 剤

ストライド顆粒水和剤

※11 10,000倍

1,500倍

10mℓ
66ｇ

－

前日 500
黒 星 病
斑 点 落 葉 病
すす斑病・すす点病

※11　ササラ 3,000倍

①りんごワタムシ（メンチュウ）の発生園ではダントツ水溶
剤3,000倍を加用散布する。主幹部へもかかるよう散布
する。

②ネズミの対策として㊞ヤソヂオンを使用する。（11 月降
雪前と雪解後）

͎֪ᴴ࣊ࢳǽɝɦȧგ޼ᘖ᩻᪍ژໄ
〔性フェロモン剤コンフューザーR設置園用〕

※必ず、フロアブル剤を溶かしきってから、アリエッティ C 水和剤を混用する。
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㊞は劇物のため購入の際にはハンコが必要となります。　　※ネクタリンとの混植園は、ネクタリン病害虫防除基準を使用ください。

散布月日 散布時期
FRAC

又は

IRAC

コード

散　　布　　薬　　剤
（調合順序・使用倍率）

水 100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前日数 10ａ当り
散 布 量
（ℓ）

対象病害虫名 代替可能薬剤 散布管理上の注意事項
もも ネクタリン

／ １
３月中旬

（発芽前）

NC

M2

ス プ レ ー オ イ ル

石 灰 硫 黄 合 剤

※１

※２

50倍

10倍

（水88ℓ）

２ℓ
10ℓ

発芽前

発芽前

発芽前

発芽前
350

ウメシロカイガラムシ
越 冬 病 害 虫
縮 葉 病

※１　ハーベストオイル

50倍

※２　トレノックスフロアブル

500倍

①コスカシバの発生がある場合は、発芽前にガットキラー
乳剤100倍を主枝・主幹にたっぷり散布する。

②せん孔細菌病の発生が心配される場合は、４月初旬
にＩＣボルドー412の33倍又は、㊞4－12式ボルドー
液又は、ムッシュボルドーＤＦ500倍を特別散布す
る。

／ ２
（4 月初旬頃）

開花直前

－

M1

固着性展着剤アビオンＥ

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３

※４

1,500倍

33倍

66mℓ
３㎏

－

－

－

－ 350 せ ん 孔 細 菌 病
※３　K.Kステッカー 3,000倍
注K.Kステッカーは、必ず最

後に調合する。

※４　4－12式ボルドー液
　生石灰 1,200g（ ）　㊞硫酸銅 400g

※5　カスケード乳剤 4,000倍

①住宅・駐車場の近くで、汚れが心配される場合は、ボ
ルドー液に代えてムッシュボルドーＤＦ500倍を使
用してもよい。

／ ３
（4 月中旬頃）

満開後頃

－

18

29

41+25

固着性展着剤アビオンＥ

ロ ム ダ ン フ ロ ア ブ ル

ウ ラ ラ Ｄ Ｆ

ア グ リ マ イ シ ン － 100

※３

※５

1,500倍

3,000倍

4,000倍

1,500倍

66mℓ
33mℓ
25ｇ
66ｇ

－

７日

14日

60日

－

７日

７日

登録無

400
ハ マ キ ム シ 類
ア ブ ラ ム シ 類
せ ん 孔 細 菌 病

①うどんこ病・灰星病（花腐れ）・灰色かび病の発生が
心配される場合は、アンビルフロアブル1,000倍を
加用散布する。

②アブラムシ類の多発が心配される場合は、ウララＤ
Ｆを 2,000倍で使用する。

／ ４月末～５月初旬頃　コンフューザーＭＭ取り付け　10a　120 本（本数が基準に満たないと、効果が発揮されない）

／ ４
（4 月下旬頃）

70～80％落花10日後

－

７

16

25

固着性展着剤アビオンＥ

㊞ カ ナ メ フ ロ ア ブ ル

アプロードフロアブル

ア グ レ プ ト 水 和 剤

※３

※６

1,500倍

4,000倍

1,000倍

1,000倍

66mℓ
25mℓ

100mℓ
100ｇ

－

前日

14日

60日

－

前日

７日

登録無

450
う ど ん こ 病
黒 星 病
カ イ ガ ラ ム シ 類
せ ん 孔 細 菌 病

※３　K.Kステッカー 3,000倍
注K.Kステッカーは、必ず最

後に調合する。

※６　マイコシールド

1,500倍

※７　イオウフロアブル

500倍

※8　㊞オリオン水和剤

1,000倍

※9　サムコルフロアブル10

5,000倍

※10　㊞デランフロアブル

600倍

①早生種では、収穫前日数に注意し散布する。
②せん孔細菌病の発生が心配される場合は、４・５・６・７

回のそれぞれの中間で、展着剤ササラ3,000倍＋クプロ
シールド1,000倍＋薬害防止のため、必須クレフノン100
倍を特別散布してもよい。

／ ５
5 月上中旬頃

－

4C

M2

41

固着性展着剤アビオンＥ

トランスフォームフロアブル

コ ロ ナ フ ロ ア ブ ル

マ イ コ シ ー ル ド

※３

※７

1,500倍

2,000倍

400倍

1,500倍

66mℓ
50mℓ

250mℓ
66mℓ

－

７日

－

21日

－

３日

－

28日

450

カ イ ガ ラ ム シ 類
ア ブ ラ ム シ 類
う ど ん こ 病
黒 星 病
せ ん 孔 細 菌 病

／ ６
５月中下旬

－

M3

－

1B

固着性展着剤アビオンＥ

トレノックスフロアブル

Ｉ Ｃ ジ ン ク 水 和 剤

㊞ダイアジノン水和剤

※３

※８

1,500倍

500倍

1,000倍

1,000倍

66mℓ
200mℓ
100ｇ
100ｇ

－

７日

発病前～発病初期

前日

－

30日

発病前～発病初期

21日

500

黒 星 病
せ ん 孔 細 菌 病
ア ブ ラ ム シ 類
モ モ ハ モ グ リ ガ
カイガラムシ類・ケムシ類

①うどんこ病の発生が心配される場合は、コロナフロ
アブル400倍又は、イオウフロアブル 500倍を加用散
布する。

②ＩＣジンク水和剤は、高温時に葉の薬害が発生する
場合があるため、注意する。

／ ７
６月上旬

－

M3

28

41

固着性展着剤アビオンＥ

トレノックスフロアブル

エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ

マ イ コ シ ー ル ド

※３

※９

※10

1,500倍

500倍

5,000倍

1,500倍

66mℓ
200mℓ
20mℓ
66ｇ

－

７日

前日

21日

－

30日

前日

28日

500

黒 星 病
モ モ ハ モ グ リ ガ
シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類
せ ん 孔 細 菌 病

①マイコシールドは収穫前日数が長いので、早生種は
㊞デランフロアブル 600 倍に代えて散布する。

／ ８
６月中下旬

－

M9

4A

展 着 剤

㊞ デ ラ ン フ ロ ア ブ ル

㊞バリアード顆粒水和剤

10,000倍

600倍

4,000倍

10mℓ
166mℓ
25ｇ

－

７日

前日

－

14日

３日
500

せ ん 孔 細 菌 病
灰 星 病・ 黒 星 病
ホモプシス腐敗病
シ ン ク イ ム シ 類
ア ブ ラ ム シ 類

①ハダニ類の発生が心配される場合は、コロマイト乳
剤 1,000 倍（収穫７日前まで）を加用散布する。

②カイガラムシ類の発生がある場合は、コルト顆粒水
和剤2,000倍を加用散布する。

〔性フェロモン剤コンフューザーMM設置園用〕
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／ ９
７月上旬

－
23

11+7
1B

展 着 剤
モ ベ ン ト フ ロ ア ブ ル
ナ リ ア Ｗ Ｄ Ｇ

（㊞ダイアジノン水和剤34
※11

10,000倍
2,000倍
2,000倍
1,000倍

10mℓ
50mℓ
50ｇ

100ｇ

－
７日
前日
前日

－
７日
前日

  21日）

500

カ イ ガ ラ ム シ 類
ア ブ ラ ム シ 類
ハ ダ ニ 類
ホモプシス腐敗病
灰 星 病

（シンクイムシ類）

※11　フリントフロアブル25
2,000倍

①シンクイムシ類の発生が心配される場合は、㊞ダイ
アジノン水和剤 1,000 倍を加用散布する。ネクタリ
ンは収穫前日数が 21 日と長いので注意する。

／ 10
７月中下旬

－
M7
3A
1B

展 着 剤
ベルクートフロアブル
㊞ イ カ ズ チ WDG

（㊞ダイアジノン水和剤 34
※12

10,000倍
2,000倍
1,500倍
1,000倍

10mℓ
50mℓ
66ｇ

100ｇ

－
前日
前日
前日

－
前日
前日

  21日）

500

ホモプシス腐敗病
灰 星 病
シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類
モ モ ハ モ グ リ ガ

（カイガラムシ類）

※12　㊞スカウトフロアブル
2,000倍

①無袋栽培は、展着剤アプローチＢＩの 1,000 倍を使
用する。

②降雨が多い場合は、ベルクートフロアブルを 1,500
倍で使用する。

③カイガラムシ類の発生がある場合は、㊞ダイアジノ
ン水和剤 1,000 倍を加用散布する。

④ハダニ類の発生が多い場合は、マイトコーネフロア
ブル 1,000 倍を加用散布する。（もも収穫前日・収穫

ネク３日）

／ 除袋後防除
（無袋は収穫10日前）

－
11
3A

●必ず実施する。
ア プ ロ ー チ Ｂ Ｉ
ス ク レ ア フ ロ ア ブ ル
アーデントフロアブル

※13
1,000倍
3,000倍
2,000倍

100mℓ
33mℓ
50mℓ

－
前日
前日

－
前日
前日

500 灰 星 病
ホモプシス腐敗病
モ モ ハ モ グ リ ガ
ミカンキイロアザミウマ
ハ マ キ ム シ 類
シ ン ク イ ム シ 類

※13　ミギワ20フロアブル
4,000倍

／ 収穫開始２日前防除
－
3
28

●必ず実施する。
ア プ ロ ー チ Ｂ Ｉ
オンリーワンフロアブル
エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ

※14
※15

1,000倍
2,000倍
5,000倍

100mℓ
50mℓ
20mℓ

－
前日
前日

－
前日
前日

500

※14　オーシャインフロアブル
2,000倍

※15　サムコルフロアブル10
5,000倍

又はディアナWDG 5,000倍

／ ○特
８月初上旬

（極晩生種）

－
M5
5

展 着 剤
ダ コ ニ ー ル 1000
デ ィ ア ナ Ｗ Ｄ Ｇ

※16
10,000倍
1,000倍
5,000倍

10mℓ
100mℓ
20ｇ

－
前日
前日

－
前日
前日

500
灰 星 病
シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類

※16　オンリーワンフロアブル
2,000倍

①西王母、黄ららのきわみ等、９月中旬以降から収穫にな
る品種は、８月中下旬に下記の定期薬剤散布を行う。

　展着剤 10,000 倍＋ダコニール 1000 の 1,000 倍
　（収穫前日まで）又は㊞カナメフロアブル 4,000 倍
（収穫前日まで）＋㊞ダイアジノン水和剤 1,000 倍

　（収穫前日まで）を散布する。
　なお、せん孔細菌病の葉への感染が多い場合は、ス

ターナ水和剤 1,000倍（収穫７日前まで）を加用散布
する。

※ダコニール 1000は除袋直後の場合、薬害の発生が
あるため、十分注意する。

／ ○特
川中島白桃収穫
終了後、速やかに

（カイガラムシ類防除）

－
9B

展 着 剤
コ ル ト 顆 粒 水 和 剤

10,000倍
2,000倍

10mℓ
50ｇ

－
前日

－
前日 500 カ イ ガ ラ ム シ 類

①極晩生種等、収穫中の品種がある場合は、散布後、
24 時間は収穫できない。

／ 11
９月上中旬
（収穫後）

（せん孔細菌病防除）

M1
固着性展着剤アビオンＥ
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３
※４

1,500倍
33倍

66mℓ
３㎏

－
－

－
－ 500 せ ん 孔 細 菌 病

※３　K.Kステッカー 3,000倍
注K.Kステッカーは、必ず最

後に調合する。

※４　4－12式ボルドー液
　生石灰 1,200g（ ）　㊞硫酸銅 400g

①コスカシバの食入防止のためフェニックスフロアブ
ル 4,000 倍を加用散布してもよい。

／ 12
９月下旬

（せん孔細菌病防除）

－
M1

固着性展着剤アビオンＥ
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３
※４

1,500倍
33倍

66mℓ
３㎏

－
－

－
－ 500 せ ん 孔 細 菌 病

①○特は、せん孔細菌病が多かった場合、必ず実施する。
②次年度、せん孔細菌病の多発が心配される場合は、

10 月下旬にもう一度、４回目のボルドー液を散布
する。（固着性展着剤使用）

③ 12 回以降は、ムッシュボルドーＤＦ 500 倍を使用
してもよい。（固着性展着剤使用）

／ ○特
10 月上中旬

（せん孔細菌病防除）

－
M1

固着性展着剤アビオンＥ
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３
※４

1,500倍
33倍

66mℓ
３㎏

－
－

－
－ 500 せ ん 孔 細 菌 病

͎֪ᴴ࣊ࢳǽɕɕგ޼ᘖ᩻᪍ژໄ
〔性フェロモン剤コンフューザーMM設置園用〕
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㊞は劇物のため購入の際にはハンコが必要となります。　　　　※ももとの混植園は、ネクタリン病害虫防除基準を使用ください。

散布月日 散布時期
FRAC

又は

IRAC

コード

散 布 薬 剤
（調合順序・使用倍率）

水 100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前日数 10ａ当り
散 布 量
（ℓ）

対象病害虫名 代替可能薬剤 散布管理上の注意事項
ネクタリン もも

／ １
３月中旬

（発芽前）

NC
M2

ス プ レ ー オ イ ル
石 灰 硫 黄 合 剤

※１
※２

50倍
10倍

（水88ℓ）
２ℓ
10ℓ

発芽前
発芽前

発芽前
発芽前

350
ウメシロカイガラムシ
越 冬 病 害 虫
縮 葉 病

※１　ハーベストオイル
50倍

※２　トレノックスフロアブル
500倍

①コスカシバの発生がある場合は、発芽前にガットキラー
乳剤 100 倍を主枝・主幹にたっぷり散布する。

②せん孔細菌病の発生が心配される場合は、４月初旬
にＩＣボルドー 412 の 33 倍又は、ムッシュボルドー
ＤＦ 500 倍を特別散布する。

／ 2
（4 月初旬頃）

開花直前

－
M1

固着性展着剤アビオンＥ
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３ 1,500倍
33倍

66mℓ
３㎏

－
－

－
－ 350 せ ん 孔 細 菌 病 ※３　K.Kステッカー

3,000倍
注K.Kステッカーは、必ず最

後に調合する。

※4　カスケード乳剤
4,000倍

①住宅・駐車場の近くで、汚れが心配される場合は、
ボルドー液に代えてムッシュボルドーＤＦ 500 倍を
使用してもよい。

／ 3
（4 月中旬頃）

満開後頃

－
18
29
41

固着性展着剤アビオンＥ
ロ ム ダ ン フ ロ ア ブ ル
ウ ラ ラ Ｄ Ｆ
マ イ コ シ ー ル ド

※３
※４

1,500倍
3,000倍
4,000倍
1,500倍

66mℓ
33mℓ
25ｇ
66ｇ

－
７日
７日
28日

－
７日
14日
21日

400
ハ マ キ ム シ 類
ア ブ ラ ム シ 類
せ ん 孔 細 菌 病

①うどんこ病・灰星病（花腐れ）・灰色かび病の発生
が心配される場合は、アンビルフロアブル 1,000 倍
を加用散布する。

②アブラムシ類の多発が心配される園は、ウララＤＦ
を 2,000 倍で使用する。

／ ４月末～５月初旬頃　コンフューザーＭＭ取り付け　10a　120 本（本数が基準に満たないと、効果が半減する）

／ 4
（4 月下旬頃）

70～80％落花10日後

－
７
16
41

固着性展着剤アビオンＥ
㊞ カ ナ メ フ ロ ア ブ ル
アプロードフロアブル
マ イ コ シ ー ル ド

※３ 1,500倍
4,000倍
1,000倍
1,500倍

66mℓ
25mℓ

100mℓ
66ｇ

－
前日
７日
28日

－
前日
14日
21日

450
黒 星 病
カ イ ガ ラ ム シ 類
せ ん 孔 細 菌 病

※３　K.Kステッカー
3,000倍

注K.Kステッカーは、必ず最
後に調合する。

※５　イオウフロアブル
500倍

※６　㊞オリオン水和剤
1,000倍

①せん孔細菌病の発生が心配される場合は、４・５・６・
７回のそれぞれの中間で、展着剤ササラ3,000倍＋ク
プロシールド1,000倍＋薬害防止のため、必須クレフ
ノン100倍を特別散布してもよい。

／ 5
５月上中旬頃

－
4C
M2
41

固着性展着剤アビオンＥ
トランスフォームフロアブル
コ ロ ナ フ ロ ア ブ ル
マ イ コ シ ー ル ド　

※３

※５

1,500倍
2,000倍

400倍
1,500倍

66mℓ
 50mℓ
250mℓ
66ｇ

－
３日
－

28日

－
７日
－

21日
450

カ イ ガ ラ ム シ 類
ア ブ ラ ム シ 類
黒 星 病
せ ん 孔 細 菌 病

／ 6
５月中下旬

－
M3
－
1B

固着性展着剤アビオンＥ
トレノックスフロアブル
Ｉ Ｃ ジ ン ク 水 和 剤　
㊞ダイアジノン水和剤

※３

※６

1,500倍
500倍

1,000倍
1,000倍

66mℓ
200mℓ
100ｇ
100ｇ

－
30日

発病前～発病初期
21日

－
７日

発病前～発病初期
前日

500

黒 星 病
せ ん 孔 細 菌 病
ア ブ ラ ム シ 類
モ モ ハ モ グ リ ガ
カ イ ガ ラ ム シ 類
ケ ム シ 類

①もも混植園でうどんこ病の発生が心配される場合
は、コロナフロアブル 400 倍又は、イオウフロアブ
ル 500 倍を加用散布する。

②ＩＣジンク水和剤は、高温時に葉の薬害が発生する
場合があるため、注意する。

／ 7
６月上旬

－
M9
28
41

展 着 剤
㊞ デ ラ ン フ ロ ア ブ ル
エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ

（ マ イ コ シ ー ル ド
※７

10,000倍
600倍

5,000倍
1,500倍

10mℓ
166mℓ
20mℓ
66ｇ

－
14日
前日
28日

－
７日
前日

  21日）

500

黒 星 病
モ モ ハ モ グ リ ガ
シ ン ク イ ム シ 類
ハ マ キ ム シ 類

（ せ ん 孔 細 菌 病 ）

※7　サムコルフロアブル10
5,000倍

①せん孔細菌病の発生が多い場合はマイコシールド
1,500 倍（収穫 28 日前まで）を加用散布する。ただ
し収穫前規制に注意する。

／ 8
６月中下旬

－
M7
4A

展 着 剤
ベルクートフロアブル
㊞バリアード顆粒水和剤

10,000倍
2,000倍
4,000倍

10mℓ
50mℓ
25ｇ

－
前日
３日

－
前日
前日

500

灰 星 病
黒 星 病
ホモプシス腐敗病
シ ン ク イ ム シ 類
ア ブ ラ ム シ 類

①せん孔細菌病の発生が多い場合は、㊞デランフロア
ブル 600 倍（収穫 14 日前まで）又はスターナ水和
剤 1,000 倍（収穫７日前まで）を加用散布する。た
だし、収穫前規制に注意する。

②降雨が多い場合は、ベルクートフロアブルを 1,500
倍で使用する。

③ハダニ類の発生が心配される場合は、コロマイト乳
剤 1,000 倍（収穫 7 日前まで）を加用散布する。

④カイガラムシ類の発生がある場合は、コルト顆粒水
和剤 2,000 倍を加用散布する。

〔性フェロモン剤コンフューザーMM設置園用〕
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／ 9
７月上旬

－

23

11+7

1B

展 着 剤
モ ベ ン ト フ ロ ア ブ ル
ナ リ ア Ｗ Ｄ Ｇ

（㊞ダイアジノン水和剤 34
※８

10,000倍
2,000倍
2,000倍
1,000倍

10mℓ
50mℓ
50ｇ

100ｇ

－
７日
前日
21日

－
７日
前日

  前日）

500

カ イ ガ ラ ム シ 類

ア ブ ラ ム シ 類

ハ ダ ニ 類

ホモプシス腐敗病

灰 星 病

（シンクイムシ類）

※８　フリントフロアブル25

2,000倍

①シンクイムシ類の発生が心配される場合は、㊞ダイ

アジノン水和剤1,000倍（収穫21日前まで）を加用散

布する。ただし収穫前規制に注意する。

／ 10
７月中下旬

－

M7

3A

展 着 剤
ベルクートフロアブル
㊞ イ カ ズ チ Ｗ Ｄ Ｇ※９

10,000倍
2,000倍
1,500倍

10mℓ
50mℓ
66ｇ

－
前日
前日

－
前日
前日

500

ホモプシス腐敗病

灰 星 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

モ モ ハ モ グ リ ガ

※9　㊞スカウトフロアブル
2,000倍

①無袋栽培は、展着剤アプローチＢＩの 1,000 倍を使

用する。

②ハダニ類の発生が多い場合は、マイトコーネフロア

ブル 1,000 倍を加用散布する。（収穫ネク３日・も

も収穫前日）

／ 除 袋 後 防 除
（無袋は収穫 10 日前）

－

11

3A

●必ず実施する。
ア プ ロ ー チ Ｂ Ｉ
ス ク レ ア フ ロ ア ブ ル
アーデントフロアブル

※10
1,000倍
3,000倍
2,000倍

100mℓ
33mℓ
50mℓ

－
前日
前日

－
前日
前日

500
灰 星 病

ホモプシス腐敗病
モ モ ハ モ グ リ ガ

ミカンキイロアザミウマ

ハ マ キ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

※10　ミギワ20フロアブル
4,000倍

／ 収 穫 開 始
２ 日 前 防 除

－

3

28

●必ず実施する。
ア プ ロ ー チ Ｂ Ｉ
オンリーワンフロアブル
エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ

※11
※12

1,000倍
2,000倍
5,000倍

100mℓ
50mℓ
20mℓ

－
前日
前日

－
前日
前日

500

※11　オーシャインフロアブル
2,000倍

※12　サムコルフロアブル10

5,000倍

又はディアナWDG 5,000倍

／ ○特
川中島白桃収穫
終了後、速やかに

（カイガラムシ類防除）

－

9B
展 着 剤
コ ル ト 顆 粒 水 和 剤

10,000倍
2,000倍

10mℓ
50ｇ

－
前日

－
前日 500 カ イ ガ ラ ム シ 類

①ファンタジア・秀峰等、収穫中の品種がある場合は、

散布後、24 時間は収穫できない。

／ 11
９月上中旬
（収穫後）

（せん孔細菌病防除）

－

M1
固着性展着剤アビオンＥ
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３ 1,500倍
33倍

66mℓ
３㎏

－
－

－
－ 500 せ ん 孔 細 菌 病

※３　K.Kステッカー
3,000倍

注K.Kステッカーは、必ず最
後に調合する。

①コスカシバの食入防止のためフェニックスフロアブ

ル 4,000 倍を加用散布してもよい。

／ 12
９月下旬

（せん孔細菌病防除）

－

M1
固着性展着剤アビオンＥ
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３ 1,500倍
33倍

66mℓ
３㎏

－
－

－
－ 500 せ ん 孔 細 菌 病

①○特は、せん孔細菌病が多かった場合、必ず実施する。

②次年度、せん孔細菌病の多発が心配される場合は、

10 月下旬にもう一度、４回目のボルドー液を散布

する。（固着性展着剤使用）

③ 12 回以降は、ムッシュボルドーＤＦ 500 倍を使用

してもよい。（固着性展着剤使用）

／ ○特
10 月上中旬

（せん孔細菌病防除）

－

M1
固着性展着剤アビオンＥ
Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

※３ 1,500倍
33倍

66mℓ
３㎏

－
－

－
－ 500 せ ん 孔 細 菌 病

͎֪ᴴ࣊ࢳǽʗɹʉʴʽგ޼ᘖ᩻᪍ژໄȐɕɕˁʗɹʉʴʽຉ೤ٛႊȑ
〔性フェロモン剤コンフューザーMM設置園用〕
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㊞は劇物のため購入の際にはハンコが必要となります。

散布月日 散布時期
FRAC

又は

IRAC

コード

散 布 薬 剤
（調合順序・使用倍率）

水 100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前

日　数

10 ａ当り

散 布 量
対象病害虫名 代替可能薬剤 散布管理上の注意事項

／ １
４月上中旬

－
M2

展 着 剤
石 灰 硫 黄 合 剤

10,000倍
20倍

（水95ℓ）
10mℓ
5ℓ

－　
発芽前

200
（ 黒 と う 病 ）
ハ モ グ リ ダ ニ
ブ ド ウ サ ビ ダ ニ

①カイガラムシ類・クビアカスカシバ対策として、特に丁寧
に主幹・主枝の粗皮剥ぎを実施する。

②ブドウトラカミキリ・ブドウスカシバの被害枝を剪除し、
焼却又は土中に埋める。

③ハモグリダニの発生が心配される場合は、石灰硫黄合剤を
10 倍で使用する。

④黒とう病が多い場合は、ベンレート水和剤 200 倍を加用散
布する。その際は、溶かしたベンレート水和剤を直前に加
用する。

／ ２
発芽直前

（４月中･下旬）

－
16
M9

展 着 剤
アプロードフロアブル
㊞ デ ラ ン フ ロ ア ブ ル

10,000倍
1,000倍

200倍

10mℓ
100mℓ
500mℓ

－　
30日

休眠期
200 カ イ ガ ラ ム シ 類

黒 と う 病

①ブドウトラカミキリの発生がある場合は、ガットキラー乳
剤 100 倍を加用散布してもよい。

②カイガラムシ類対策として、散布の際は、主幹・主枝、特
に芽座にしっかりと掛ける。

／ ３
展葉2〜3枚期

－
M1
１B

展 着 剤
キノンドー顆粒水和剤

（㊞ダイアジノン水和剤 34
※１

10,000倍
1,000倍
1,000倍

10mℓ
100ｇ
100ｇ

－
45日

 30日）
250

黒 と う 病
（カイガラムシ類）
（ カ メ ム シ 類 ）

※１　ＩＣボルドー66Ｄ

50倍

①黒とう病の発生が心配ない場合は、散布しなくてもよい。
②カイガラムシ類・カメムシ類の発生が心配される場合は、

㊞ダイアジノン水和剤 1,000 倍を加用散布する。
　なお、カイガラムシ類対策として、散布の際は、主幹・主

枝、特に芽座にしっかりと掛ける。

／ ○特
カイガラムシ防除
（４月下旬～５月初旬）

4A アルバリン顆粒水溶剤 －
１樹当り

（水40mℓ）
40ｇ

幼果期
30日

－ カ イ ガ ラ ム シ 類

１樹当り水 40mℓに薬剤40ｇをよく溶かし、主幹部を縦 50cm 以上、環状に粗皮削りし、当日
～翌日にハケで塗布する。塗布後 48 時間は、降雨にあわないよう配慮する。
※使用方法が特殊なため、不明な点は果樹技術員まで相談下さい。

／
4

黒とう病防除
展葉５枚期

（５月上旬）

－
M3

展 着 剤
トレノックスフロアブル※１

10,000倍
1,000倍

10mℓ
100mℓ

－
60日 250 黒 と う 病 ※１　ＩＣボルドー66Ｄ

50倍

／ 5
展葉８～９枚

（５月中旬）

－
M3

展 着 剤
ペ ン コ ゼ ブ 水 和 剤

10,000倍
1,000倍

10mℓ
100ｇ

－
 45日 250

べ と 病
つ る 割 病
晩 腐 病・ 黒 と う 病
灰 色 か び 病

①開花直前防除まで、散布間隔が空いてしまう場合は、キノ
ンドー顆粒水和剤1,000倍を特別散布する。

／ 種あり巨峰
（展葉８～９枚）

－
－

ア プ ロ ー チ Ｂ Ｉ
フ ラ ス タ ー 液 剤

750倍
750倍

（水150ℓ）
200mℓ
200mℓ

－　
－　

150
①樹勢が強い場合は500倍（水 150ℓに300mℓ（３本））で使

用する。

／
種なしぶどう
開花前14日

～開花７日前まで

－ ア グ レ プ ト 液 剤 1,000倍 100mℓ 200
①種なしにするぶどうは、必ず散布を行う。なお散布が遅れ

ると、種入りしやすいため、期間内で早めの散布を心掛け
る。

種なしぶどう着粒安定・新梢伸長抑制（房型向上）対策…展葉9～11枚期　フラスター液剤　1,000～1,500倍　10a当り　100～150ℓ

／ 6
開花直前

－
3A
M4

展 着 剤
アーデントフロアブル
オ ー ソ サ イ ド 水 和 剤

※２
10,000倍
2,000倍

800倍

10mℓ
50mℓ

125ｇ

－
前日
30日

350

ヨ コ バ イ 類
ス リ ッ プ ス 類
灰 色 か び 病
べ と 病・ 晩 腐 病
白 腐 病

※２　㊞イカヅチＷＤＧ

1,500倍

①うどんこ病・灰色かび病の発生が心配される場合は、オン
リーワンフロアブル 2,000 倍を加用散布する。

einou3user
テキスト ボックス
イカズチＷＤＧ
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／ ７
落花直後

－
14
7

4 Ａ
Ｍ 3

展 着 剤
㊞ パ ダ ン Ｓ Ｇ 水 溶 剤
㊞ カ ナ メ フ ロ ア ブ ル
アドマイヤー顆粒水和剤
ペ ン コ ゼ ブ 水 和 剤

※3

※4

10,000倍
1,500倍
4,000倍

10,000倍
1,000倍

10mℓ
66ｇ
25mℓ
10ｇ

100ｇ

－
21日
前日
21日
45日

350

ス カ シ バ 類
黒 と う 病
う ど ん こ 病
灰 色 か び 病
べ と 病
晩 腐 病・ 白 腐 病
ス リ ッ プ ス 類

※3　パレード15フロアブル

2,000倍

※4　ゾーベックエニベル顆粒水和剤

750倍

①クビアカスカシバの発生がある場合は、㊞パダンＳＧ水溶
剤 1,500倍を加用散布する。散布の際は、手散布で主幹・
主枝にたっぷり掛ける。なお、大粒種ぶどう（デラウェア
等小粒種は登録無し）のみの登録のため、農薬の飛散に十
分注意する。

／ ８
小豆大頃

落花10日以内

11+27

52

5

ホライズンドライフロアブル

ミ ギ ワ 20 フ ロ ア ブ ル

デ ィ ア ナ Ｗ Ｄ Ｇ

 ※５
2,500倍

2,000倍

10,000倍

40ｇ
50mℓ
10ｇ

21日

前日

前日
300

べ と 病
晩 腐 病
黒 と う 病
ス リ ッ プ ス 類

※５　オーソサイド水和剤80

800倍

①薬斑が残ることがあるので、散布が遅れないようにする。
②黒とう病の発生が心配な場合は、ホライズンドライフロア

ブル・ミギワ 20 フロアブルに代えて、オーソサイド水和
剤を使用してもよい。ただし、農薬汚れは増加するため、
遅れないよう散布する。

／ ９
前回散布10日以内

11

40

ス ク レ ア フ ロ ア ブ ル

レ ー バ ス フ ロ ア ブ ル

2,000倍

2,000倍

50mℓ
50mℓ

前日

７日 250
晩 腐 病
褐 斑 病
べ と 病

①袋かけ前に必ず散布する。（散布時期が早まっても可）
②スリップス類の発生が心配される場合は、コルト顆粒水和

剤3,000倍を加用散布してもよい。

／ ○特
（７月上中旬）

21

3

ラ イ メ イ フ ロ ア ブ ル

オンリーワンフロアブル

※６ 3,000倍

2,000倍

33mℓ
50mℓ

14日

前日 250
べ と 病
晩 腐 病
さ び 病
灰 色 か び 病

※６　ランマンフロアブル

1,000倍

①晩腐病・さび病の発生が心配される場合、又は冷蔵シャイ
ンマスカットを出荷する場合は必ず散布する。

②スリップス類の発生が心配される場合は、㊞スカウトフロ
アブル 2,000倍を加用散布してもよい。

③散布間隔が空く場合は必ず散布する。

／ 10
袋掛け後

14

23

M1

－

㊞ パ ダ ン Ｓ Ｇ 水 溶 剤

（ モ ベ ン ト フ ロ ア ブ ル

ムッシュボルドーＤＦ

固着性展着剤 K.K ステッカー

※７

※８

1,500倍

2,000倍

500倍

3,000倍

66ｇ
50mℓ

200ｇ
33mℓ

21日

７日）

－

－
350

ス カ シ バ 類
ス リ ッ プ ス 類
カ イ ガ ラ ム シ 類
べ と 病
さ び 病

（ 晩　　 腐　　 病 ）
（ 褐　　 斑　　 病 ）

※７　エクシレルSE 5,000倍

※８　アビオンE 1,500倍

注アビオンEは最初に調合す

る。

①パダン SG 水溶剤は、クビアカスカシバ・スカシバ類対策
として散布するが、散布の際は、手散布で主幹・主枝にたっ
ぷり掛ける。ただし、大粒種ぶどう（デラウェア等小粒主
は登録なし）のみの登録のため、農薬飛散に十分注意する。

②クビアカスカシバの被害の無い場合は、パダン SG 水溶剤
に代えて、エクシレル SE5,000 倍を使用してもよい。IC
ボルドー 66 Ｄ並びに４－４式ボルドー液との混用の場合
は、直前混用とする。

③クビアカスカシバの虫フンが出始めるので、被害部にロビ
ンフット ( スプレー式）を散布してもよい。

④カイガラムシ類の発生が多い園は、袋掛け後防除に、モベ
ントフロアブルを加用散布する。散布の際は、主幹・主枝・
特に芽座にしっかりと掛ける。なお、IC ボルドー・ボルドー
液との混用及び近接散布（前後１週間）はできない。

／ 11
７月中下旬

（前回散布14日以内）

M1

－

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66 Ｄ

固着性展着剤 K.K ステッカー

※９

※８

50倍

3,000倍
2㎏

33mℓ
－

－ 350
べ と 病
さ び 病
黒 と う 病

（ 褐　　 斑　　 病 ）

※９　４－４式ボルドー液

　　　生石灰　　　 400g　（　　　　 　　）　　　㊞硫酸銅　　 400g　

※８　アビオンE 1,500倍

注アビオンEは最初に調合す

る。

※10　ムッシュボルドーDF

500倍

①スリップス類の発生が心配される場合は、第 11 回又は第
12 回目にアーデントフロアブル 2,000 倍を加用散布する。

②カイガラムシ類の発生が多い園は、第 11 回に、トランス
フォームフロアブル 2，000 倍を加用散布する。散布の際は、
主幹・主枝・特に芽座にしっかりと掛ける。

③ブドウトラカミキリの発生が心配される場合は、第 12 回
目に、アルバリン顆粒水溶剤 2,000 倍を加用散布する。

／ 12
８月上旬

M1

－

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66 Ｄ

固着性展着剤 K.K ステッカー

※９

※８

50倍

3,000倍
2㎏

33mℓ
－

－ 350
べ と 病
さ び 病
黒 と う 病

（ 褐　　 斑　　 病 ）

／ 13
８月中下旬

M1

－

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66 Ｄ

固着性展着剤 K.K ステッカー

※９

※８

50倍

3,000倍
2㎏

33mℓ
－

－ 350
べ と 病
さ び 病
黒 と う 病

（ 褐　　 斑　　 病 ）

／ ○特
収穫後

M1

－

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66 Ｄ

固着性展着剤 K.K ステッカー

※10

※８

50倍

3,000倍
2㎏

33mℓ
－

－ 350
べ と 病
さ び 病
黒 と う 病

（ 褐　　 斑　　 病 ）

①秋季の病害まん延防止をし、越冬病原菌を低下させる。

͎֪ᴴ࣊ࢳǽɉȼșგ޼ᘖ᩻᪍ژໄ

注 K.K ステッカーは必ず最後に調合する。

注 K.K ステッカーは必ず最後に調合する。

注 K.K ステッカーは必ず最後に調合する。

注 K.K ステッカーは必ず最後に調合する。

注 K.K ステッカーは必ず最後に調合する。
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㊞は劇物のため購入の際にはハンコが必要となります。

散布月日 散布時期
FRAC

又は

IRAC

コード

散 布 薬 剤
（調合順序・使用倍率）

水 100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前

日　数

10 ａ当り
散 布 量
（ℓ）

対象病害虫名 代替可能薬剤 散布上の注意事項

／ １
発芽前

－

M2

展 着 剤

石 灰 硫 黄 合 剤

10,000倍

20倍

（水95ℓ）

10mℓ

5ℓ
－

発芽前
350 越 冬 病 害 虫

①カイガラムシ類の発生が多い場合、３月初旬にスプレーオ
イル 30倍又は、ハーベストオイル50倍を手散布で枝・幹
部にしっかりと散布する。

②コスカシバの発生が多い場合は、３月初旬にガットキラー
乳剤 100倍を主枝・主幹にたっぷり散布する。

③ふくろみ病の発生が心配される場合は、石灰硫黄合剤を10
倍で使用する。

／ ４月中旬　ナシヒメコン取り付け　10ａ当り100本（スモモヒメシンクイ対策）

／ ○特
開花前

M1

－

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

固着性展着剤K.Kステッカー※１

33倍

3,000倍

３㎏

33mℓ

－

－ 350 黒 斑 病
※１　アビオンE 1,500倍

注アビオンEは最初に調合する。

／ ２
４月上旬

（開花始め）

－

2

アプローチＢＩ（展着剤）

ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤

1,000倍

1,500倍

100mℓ

66ｇ
－

前日 350
灰 星 病

灰 色 か び 病

①アブラムシ類の発生が心配される場合はウララＤＦ4,000

倍を加用散布する。

／ ３
４月下旬

－

4A

16

25

展 着 剤

㊞モスピラン顆粒水溶剤

（アプロードフロアブル

（ ア グ レ プ ト 水 和 剤※２

10,000倍

2,000倍

1,000倍

1,000倍

10mℓ

50ｇ
100mℓ

100ｇ

－

前日

 14日）

 30日）

400

シ ン ク イ ム シ 類

ア ブ ラ ム シ 類

（カイガラムシ類）

（ 黒 斑 病 ）

※２　アグリマイシン 100

1,500 倍

①カイガラムシ類の発生が多い場合は、アプロードフロアブ
ル 1,000倍を加用又は特別散布する。なお、手散布で枝・
幹部にしっかりと薬液を掛ける。

②降雨が多い場合は、ロブラール水和剤 1,500倍を加用散布
する。

③黒斑病の発生が心配される場合は、アグレプト水和剤 1,000
倍（収穫 30日前まで）を加用散布する。

／ ４
５月上旬

※前回10日後

－

1B

展 着 剤

㊞ダイアジノン水和剤 34

10,000倍

1,000倍

10mℓ

100ｇ
－

21日 400 シ ン ク イ ム シ 類

①黒斑病が心配される場合は、マイコシールド 2,000倍を加

用散布する。

／ ５
５月中旬

※前回10日後

－

1B

展 着 剤

㊞ダイアジノン水和剤 34※３

10,000倍

1,000倍

10mℓ

100ｇ
－

21日 400 シ ン ク イ ム シ 類

※３　サイアノックス水和剤

1,000 倍

　　又は㊞オリオン水和剤

1,000 倍

①降雨が多い場合は、トレノックスフロアブル 500倍を加用

散布する。

／ ６
５月下旬

※前回10日後

－

3A

M3

展 着 剤

アーデントフロアブル

トレノックスフロアブル

※４ 10,000倍

2,000倍

500倍

10mℓ

50mℓ

200mℓ

－

前日

14日
400

シ ン ク イ ム シ 類

灰 星 病
※４　まくぴか 10,000 倍

①展着剤をまくぴかにすると、均一に付着しやすくなり、乾

きが早まり、液だまりが減少する。

／ ７
６月上旬

※前回10日後

－

M7

4A

展 着 剤

ベルクートフロアブル

㊞バリアード顆粒水和剤

※４ 10,000倍

2,000倍

2,000倍

10mℓ

50mℓ

50ｇ

－

３日

前日
400

灰 星 病

シ ン ク イ ム シ 類

ア ブ ラ ム シ 類

※４　まくぴか 10,000 倍

注 K.K ステッカーは必ず最後に調合する。

〔性フェロモン剤ナシヒメコン設置園用〕
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／
全　品　種

収穫前共通

防　　　除

3

3A

オンリーワンフロアブル

（㊞スカウトフロアブル※５

2,000倍

2,000倍

50mℓ

50mℓ
前日

前日） 350
灰 星 病

（シンクイムシ類）

※５　ディアナＷＤＧ

5,000 倍

／ ８
６月下旬

※前回10日後

－

11

3A

展 着 剤

フリントフロアブル 25

アーデントフロアブル

※４ 10,000倍

2,000倍

2,000倍

10mℓ

50mℓ

50mℓ

－

前日

前日
400

灰 星 病

シ ン ク イ ム シ 類

※４　まくぴか 10,000 倍

／ ７月上中旬　第２回ナシヒメコン取り付け　10 ａ当り 50 本（スモモヒメシンクイ対策）

／ ９
６月下旬

※前回10日後

－

3

23

3A

（展 着 剤 ま く ぴ か

オーシャインフロアブル

（ダニゲッターフロアブル

㊞ イ カ ズ チ Ｗ Ｄ Ｇ

10,000倍

3,000倍

2,000倍

1,500倍

10mℓ

33mℓ

50mℓ

66ｇ

－ ）

前日

  前日）

前日

400
灰 星 病

（ ハ ダ ニ 類 ）

シ ン ク イ ム シ 類

①第９回以降、灰星病・シンクイムシ類の発生が心配される

場合は、展着剤まくぴかを使用する。ただし、果粉溶脱等

は増加する。

②ハダニ類の発生が心配される場合は、ダニゲッターフロア

ブル 2,000倍を加用散布する。

／ 10
７月上旬

※前回10日後

－

28

M7

（展 着 剤 ま く ぴ か

サムコルフロアブル 10

ベルクートフロアブル

10,000倍

2,500倍

2,000倍

10mℓ

40mℓ

50mℓ

－ ） 

３日

３日
400

シ ン ク イ ム シ 類

灰 星 病

①雨が多い場合は第11回目にパレード15フロアブル3,000倍

を（年２回まで）加用散布する。また、第13回目にオーシャ

インフロアブル 3,000倍（年３回まで）を加用散布する。

②ハダニ類の発生が心配される場合はダニオーテフロアブル

2,000倍（収穫前日まで・年１回）を加用散布する。

／ 11
７月中旬

※前回10日後

－

7

4A

（展 着 剤 ま く ぴ か

（パレード 15 フロアブル

㊞バリアード顆粒水和剤

※６

10,000倍

3,000倍

2,000倍

10mℓ

33mℓ

50ｇ

－ ） 

 前日）

前日
400

（ 灰　　 星　　 病 ）

シ ン ク イ ム シ 類

※ 6　㊞カナメフロアブル

4,000 倍

／ 12
７月下旬

※前回10日後

－

M7

3A

（展 着 剤 ま く ぴ か

ベルクートフロアブル

㊞ イ カ ズ チ Ｗ Ｄ Ｇ

10,000倍

2,000倍

1,500倍

10mℓ

50mℓ

66ｇ

－ ）

３日

前日
400

灰 星 病

シ ン ク イ ム シ 類

／ 13
８月上旬

※前回10日後

－

3

3A

（展 着 剤 ま く ぴ か

（オーシャインフロアブル

アーデントフロアブル

※７

10,000倍

3,000倍

2,000倍

10mℓ

33mℓ

50mℓ

－ ） 

 前日）

前日
400

（ 灰　　 星　　 病 ）

シ ン ク イ ム シ 類

※７　アンビルフロアブル

1,000 倍

／ ○特
８月中旬

－

７

28

（ 展 着 剤 ま く ぴ か

パレード 15 フロアブル

サムコルフロアブル 10

※６

10,000倍

3,000倍

2,500倍

10mℓ

33mℓ

40mℓ

－

前日

３日
400

灰 星 病

シ ン ク イ ム シ 類

※ 6　㊞カナメフロアブル

4,000 倍

①晩生種で、収穫まで間が空く場合は、特別散布する。

②９月中旬以降に収穫する品種がある場合は、9月初旬頃、

アンビルフロアブル 1,000倍（年 2回まで・収穫前日まで）

＋㊞モスピラン顆粒水溶剤 2,000倍を特別散布する。

／ ○特
９－10月

M1

－

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 412

固着性展着剤K.Kステッカー※１

33倍

3,000倍

３㎏

33mℓ

－

－ 400 黒 斑 病
※１　アビオンE 1,500倍

注アビオンEは最初に調合する。

①黒斑病の発生が多かった場合は、収穫終了後９～ 10月に

特別散布する。２週間間隔で、２～３回実施する。なお、

収穫中の品種に飛散しないよう十分注意する。

②コスカシバ対策として、９月上中旬に、主幹・主枝にフェ

ニックスフロアブル 4,000倍（収穫前日）を特別散布する。

※収穫中の品種がある場合は、注意する。

͎֪ᴴ࣊ࢳǽʡʵ˂ʽeȬɕɕგ޼ᘖ᩻᪍ژໄ

注 K.K ステッカーは必ず最後に調合する。

〔性フェロモン剤ナシヒメコン設置園用〕

einou3user
テキスト ボックス
中




1� 1�

͎֪ᴴ࣊ࢳǽȕɦȭგ޼ᘖ᩻᪍ژໄ
㊞は劇物のため購入の際にはハンコが必要となります。

散布月日 散布時期
FRAC

又は

IRAC

コード

散 布 薬 剤
（調合順序・使用倍率）

水 100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前

日　数

10 ａ当り
散 布 量
（ℓ）

対象病害虫名 代替可能薬剤 散布上の注意事項

胴枯れ病防除の為地上１m 以下へ白塗剤を塗布し年間を通してワラを巻く

／ ○特
３月初旬

NC ス プ レ ー オ イ ル※１ 33倍

（水97ℓ）

３ℓ 発芽前 250 越 冬 病 害 虫

カ イ ガ ラ ム シ 類

ハ ダ ニ 類

※１　ハーベストオイル50倍

①コスカシバ対策として、ガットキラー乳剤 100倍を発芽前

に特別散布してもよい。

／ １
発芽前

（３月中旬）

－

M2

展 着 剤

石 灰 硫 黄 合 剤

10,000倍

10倍

（水90ℓ）

10mℓ

10ℓ

－

発芽前

250

①３月初旬の散布を行った場合は散布間隔を一週間以上空け

る。

／
２

開花直前
（４月初旬頃）

M1

2

固着性展着剤アビオンＥ

ムッシュボルドーＤＦ

ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤

※２ 1,500倍

500倍

1,500倍

66mℓ

200ｇ
66ｇ

－

葉芽発芽前

３日

300
か い よ う 病

灰 星 病

※２　K.Kステッカー 3,000倍

注K.Kステッカーは必ず最後

に調合する。

／ ３
80％落花時

（４月中旬頃）

－

3

29

41

固着性展着剤アビオンＥ

ア ン ビ ル フ ロ ア ブ ル

ウ ラ ラ Ｄ Ｆ

マ イ コ シ ー ル ド

※３

※４

1,500倍

1,000倍

4,000倍

1,500倍

66mℓ

100mℓ

25ｇ

66ｇ

－

７日

７日

14日

400

う ど ん こ 病

灰 星 病

ア ブ ラ ム シ 類

か い よ う 病

※３　K.Kステッカー 3,000倍

　又は一般展着剤10,000倍で

もよい。

※４　トレノックスフロアブル

500倍

①前回散布との間隔は、12日以内を厳守する。

②昨年、かいよう病の発生が無かった園は、マイコシールドに

代えてトレノックスフロアブル500倍を使用してもよい。

③カイガラムシ類発生園は、アプロードフロアブル1,000倍を

加用散布する。

／ ４月下旬　スカシバコンＬ取り付け　10ａ当り100本

／ ４
落花15日後

（５月初旬頃）

－

11

3A

ソ ー ゲ ン

ストロビードライフロアブル

㊞スカウトフロアブル

※５

500倍

2,000倍

2,000倍

200ｇ
（158mℓ）

50ｇ

50mℓ

－

７日

14日

400

（ ほ う 素 欠 乏 ）

黒 星 病

う ど ん こ 病

ア ブ ラ ム シ 類

※５　ミギワ20フロアブル

2,000倍

①昨年、かいよう病が見られた場合は、マイコシールド1,500

倍（年２回まで）を加用散布する。

②ソーゲン500倍は200ｇ＝158mℓ

／ ○特
－

2

1A

ソ ー ゲ ン

ロ ブ ラ ー ル 水 和 剤

㊞ オ リ オ ン 水 和 剤

500倍

1,500倍

1,000倍

200ｇ
（158mℓ）

66ｇ

100ｇ

－

３日

７日

400

（ ほ う 素 欠 乏 ）

灰 星 病

ア ブ ラ ム シ 類

ケ ム シ 類

①第４回目と第５回目が空く場合は散布する。

②アブラムシ類が見られる場合は、 ㊞モスピラン顆粒水溶剤

4,000倍を特別散布する。

③うどんこ病の発生が心配される場合はパレード15フロアブ

ル3,000倍を加用散布する。
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／ ５
落花30日後

（５月中旬頃）

－

4A

3

ソ ー ゲ ン

㊞モスピラン顆粒水溶剤

ア ン ビ ル フ ロ ア ブ ル

※６

500倍

4,000倍

1,000倍

200ｇ
（158mℓ）

25ｇ

100mℓ

－

前日

７日

400

（ ほ う 素 欠 乏 ）

ア ブ ラ ム シ 類

黒 星 病

※６　コルト顆粒水和剤

2,000倍

又はトランスフォームフロアブル

2,000倍

／ ６
収穫前２週間

（６月初旬頃）

－

11

ソ ー ゲ ン

フリントフロアブル 25※７

500倍

2,000倍

200ｇ
（158mℓ）

50mℓ

－

前日
400

（ ほ う 素 欠 乏 ）

灰 星 病

炭 そ 病

※7　ストロビードライフロアブル

2,000倍

（収穫7日前まで）

①シンクイムシ類の発生が心配される場合は、㊞オリオン水

和剤1,000倍を加用散布する。

／
７

収穫直前
（６月上旬頃）

－

3

4A

展 着 剤

オンリーワンフロアブル

㊞バリアード顆粒水和剤※８

10,000倍

2,000倍

4,000倍

10mℓ

50mℓ

25ｇ

－

前日

前日

400

灰 色 か び 病

灰 星 病

黒 星 病

シ ン ク イ ム シ 類

※８　ダントツ水溶剤

4,000倍

（収穫３日前まで）

／ ○補
新潟大実系
信州大実系

－

7

展 着 剤

パレード 15 フロアブル※９

10,000倍

3,000倍

10mℓ

33mℓ

－

前日
400

灰 色 か び 病

灰 星 病

黒 星 病

※9　㊞カナメフロアブル

4,000倍

①前回散布10日以降に収穫が見込まれる場合では散布する。 

②降雨が多く灰星病が心配な場合は、もう一度オンリーワン

フロアブル2,000倍（年３回まで・収穫前日まで）を特別散布

する。

／ ８
（９月上中旬）

－

M1

（固着性展着剤アビオンＥ

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66 Ｄ

※10 1,500倍

50倍

66mℓ

２㎏

－ ）

－
400 か い よ う 病

※10　K.Kステッカー 3,000倍

注K.Kステッカーは必ず最後

に調合する。

　又は一般展着剤 10,000倍

①付着・耐雨性向上のために、固着性展着剤アビオンＥ1,000

倍を使用してもよい。

②コスカシバの食入防止のためフェニックスフロアブル

4,000 倍を第 8 回目に加用散布してもよい。

／ ９
（９月下旬）

－

M1

（固着性展着剤アビオンＥ

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66 Ｄ

※10 1,500倍

50倍

66mℓ

２㎏

－ ）

－
400 か い よ う 病

／ ○特
10月上旬

－

M1

（固着性展着剤アビオンＥ

Ｉ Ｃ ボ ル ド ー 66 Ｄ

※10 1,500倍

50倍

66mℓ

２㎏

－ ）

－
400 か い よ う 病

͎֪ᴴ࣊ࢳǽȕɦȭგ޼ᘖ᩻᪍ژໄ
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散布月日 散布時期
FRAC

又は

IRAC

コード

散 布 薬 剤
（調合順序・使用倍率）

水 100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前

日　数

10 ａ当り
散 布 量
（ℓ）

対象病害虫名 代替可能薬剤 散布上の注意事項

／ １
発　芽　前

NC

M2

ス プ レ ー オ イ ル

石 灰 硫 黄 合 剤

※１ 50倍

10倍

（水88ℓ）

２ℓ

10ℓ

発芽前

発芽前

棚栽培

300
立木栽培

350

ハ ダ ニ 類

カ イ ガ ラ ム シ 類

ア ブ ラ ム シ 類

※１　ハーベストオイル

50 倍

①剪定後、切口にトップジンＭペースト又はバッチレート

を塗布する。

②カイガラムシ類の発生がある場合は、今回の薬剤散布を

徹底する。

／ ２
開　花　前

－

28

M3

展 着 剤

サムコルフロアブル 10

トレノックスフロアブル

10,000倍

5,000倍

500倍

10mℓ

20mℓ

200mℓ

－

前日

30日

棚栽培

300
立木栽培

350

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

黒 星 病

黒 斑 病

赤 星 病

①アブラムシ類の発生が心配される場合はウララＤＦ 4,000

倍を加用散布する。

／ ３
落 花 直 後

－

4A

3

1

（ 展 着 剤

㊞モスピラン顆粒水溶剤

オンリーワンフロアブル

（ ト ッ プ ジ ン M 水 和 剤※２

10,000倍）

2,000倍

2,000倍

1，000倍

（10mℓ）

50ｇ

50mℓ

100ｇ

－

前日

前日

 前日）

棚栽培

300
立木栽培

350

ア ブ ラ ム シ 類

黒 星 病

黒 斑 病

赤 星 病

（ 心 腐 れ 症 ）

※２　ベンレート水和剤

2,000 倍

①南水でナシミハバチの発生が多い場合はアーデントフロ
アブル 2,000 倍を散布しても良い。

②日本ナシは展着剤 10,000 倍を使用する。
③この時期の西洋ナシはサビ果を生じやすいので、乳剤・

展着剤は使用しない。
④ナシキジラミの発生が見られる場合は果樹技術員まで相

談する。
⑤心腐れ症が心配される場合は第３回にトップジン M 水和

剤 1,000 倍を加用散布しても良い。トップジン M 水和剤
とベンレート水和剤は、同系統薬剤で、年に一方の使用
となる。

⑥カイガラムシの発生が心配される場合は第４回に㊞ダイ
アジノン水和剤1,000倍、又はサイアノックス水和剤1,000
倍を加用散布する。

⑦黒星病の発生が心配される場合はトレノックスフロアブ
ルに代えて、スコア顆粒水和剤 3,000 倍を使用してもよ
い。

／ ４
５月上旬

－

M3

（ 展 着 剤

トレノックスフロアブル※３

10,000倍）

500倍

（10mℓ）

200mℓ

－

30日

棚栽培

400
立木栽培

450

黒 星 病

黒 斑 病

赤 星 病

※３　スコア顆粒水和剤

3,000 倍

／ ５月下旬コンフューザーＮ取り付け　10ａ当り　200本

／ ５
５月中下旬

－

1B

M4+M1

（ 展　　　 着 　　　 剤

㊞ダイアジノン水和剤 34

オ キ シ ラ ン 水 和 剤

※４

10,000倍）

1,000倍

600倍

（10mℓ）

100ｇ

166ｇ

－

14日

３日

棚栽培

400
立木栽培

450

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

カ イ ガ ラ ム シ 類

ナ シ グ ン バ イ

黒 斑 病

輪 紋 病

黒 星 病

※４　サイアノックス水和剤

1,000 倍

／ ６
６月上旬

－

1B

M4+M1

展 着 剤

㊞ダイアジノン水和剤 34

オ キ シ ラ ン 水 和 剤

※５

10,000倍

1,000倍

500倍

10mℓ

100ｇ
200ｇ

－

14日

３日

棚栽培

450
立木栽培

500

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

黒 斑 病

輪 紋 病

黒 星 病

※５　スミチオン水和剤 40

1,000 倍

　又は㊞オリオン水和剤

1,000 倍

①有袋栽培の場合は今後オキシラン水和剤を 600 倍にして

散布しても良い。
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／ ７
６月中旬

－

4A

M3

展 着 剤

㊞モスピラン顆粒水溶剤

ペ ン コ ゼ ブ 水 和 剤

※６

10,000倍

2,000倍

500倍

10mℓ

50ｇ
200ｇ

－

前日

30 日

棚栽培

450
立木栽培

500

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

黒 斑 病

黒 星 病

※６　バリアード顆粒水和剤

2,000 倍

／ ８
６月下旬

－

Ｍ 7

1B

展 着 剤

ベルクートフロアブル

㊞ダイアジノン水和剤※５

10,000倍

1,500倍

1,000倍

10mℓ

66mℓ

100ｇ

－

14日

14日

棚栽培

450
立木栽培

500

黒 斑 病

輪 紋 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

※５　スミチオン水和剤 40

1,000 倍

　　　有袋 14 日前

　　　無袋 21 日前

①西洋なしル・レクチェは薬害が発生するため、ベルクー

トフロアブルに代えて、オキシラン水和剤 500 倍を使用

する。

／ ９
７月上旬

－

20B

11+7

１A

展 着 剤

カネマイトフロアブル

ナ リ ア W D G

㊞ オ リ オ ン 水 和 剤

※ 7

※ 8

※５

10,000倍

1,000倍

2,000倍

1,000倍

10mℓ

100mℓ

50ｇ
100ｇ

－

前日

前日

３日

棚栽培

450
立木栽培

500

ハ ダ ニ 類

黒 斑 病

輪 紋 病

う ど ん こ 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

※７　マイトコーネフロアブル

　　　（高温時不可）1,000 倍

※８　オキシラン水和剤

500 倍

※５　スミチオン水和剤 40

1,000 倍

　　　有袋 14 日前

　　　無袋 21 日前

①西洋なしル・レクチェは袋掛け前の場合、薬害が発生す

るため、ナリア WDG に代えて、オキシラン水和剤 500

倍を使用する。

／ 10
７月中旬

－

M1

3A

展 着 剤

キノンドー顆粒水和剤

アーデントフロアブル※９

10,000倍

1,000倍

2,000倍

10mℓ

100ｇ
50mℓ

－

３日

前日

棚栽培

450
立木栽培

500

黒 斑 病

輪 紋 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

※９　㊞イカズチＷＤＧ

1,500 倍

／ 11
７月下旬

6

28

M1

コ ロ マ イ ト 乳 剤

エ ク シ レ ル Ｓ Ｅ

キノンドー顆粒水和剤

※10

1,000倍

5,000倍

1,000倍

100mℓ

20ｇ
100ｇ

前日

前日

３日

棚栽培

450
立木栽培

500

ハ ダ ニ 類

黒 斑 病

輪 紋 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

※ 10　サムコルフロアブル 10

2,500 倍

①コロマイト乳剤は、西洋なしル・レクチェに薬害を発生

する場合があるため、袋掛け後の使用とする。

／ 12
８月上中旬

－

3A

M1

展 着 剤

アーデントフロアブル

キノンドー顆粒水和剤

※９

10,000倍

2,000倍

1,000倍

10mℓ

50mℓ

100ｇ

－

前日

３日

棚栽培

450
立木栽培

500

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

カ メ ム シ 類

黒 斑 病

輪 紋 病

※９　㊞イカズチＷＤＧ

1,500 倍

／ 13
８月下旬

－

M1

展 着 剤

キノンドー顆粒水和剤

10,000倍

1,000倍

10mℓ

100ｇ
－

３日

棚栽培

400
立木栽培

450

黒 斑 病

輪 紋 病

①モンパ病には休眠期にフロンサイドＳＣ 1,000 倍を１樹

当り 100 ～ 200ℓを土壌かん注する。

͎֪ᴴ࣊ࢳǽȽȪგ޼ᘖ᩻᪍ژໄᴥིᚨႊᴦ
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散布月日 散布時期
FRAC
又は
IRAC
コード

散　布　薬　剤
（調合順序・使用倍率）

水100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前
日　数

10a 当り
散 布 量
（ℓ）

対象病害虫名 散布上の注意事項

／ １
発芽前

3 月中下旬
NC ス プ レ ー オ イ ル 33倍

（水97ℓ）

３ℓ 発芽前
350 カイガラムシ類

①スプレーオイルに
代えてハーベスト
オイル 50 倍を使
用してもよい。

②コスカシバ対策と
して、発芽前にガッ
トキラー乳剤 100
倍を特別散布して
もよい。

／ ２
開花始め

（４月下旬）

－

17

展 着 剤

パスワード顆粒水和剤

10,000倍

1,000倍

10mℓ
100ｇ

－

前日
400

灰 星 病

幼 果 菌 核 病

①カイガラムシ類対
策 と し て、 ア プ
ロードフロアブル
1,000 倍を加用散
布してもよい。

／ ３
落花直後

－

M7

展 着 剤

ベルクートフロアブル

10,000倍

2,000倍

10mℓ
50mℓ

７日 400 灰 星 病

①ベルクートフロアブ
ルに代えてフルーツ
セイバー 1,500 倍を
使用してもよい。

／ ４
４月上旬

M7

1B

ベルクートフロアブル

㊞ダイアジノン水和剤 34

2,000倍

1,000倍

50mℓ
100ｇ

７日

14 日
500

灰 星 病

ケ ム シ 類

カイガラムシ類

①炭疽病の発生が心
配な場合は、オー
ソ サ イ ド 水 和剤
800倍を特別散布
する。但し、 果面
の汚れには十分注
意する。 

／
５

被覆直前

（５月下旬）

3A

3

20B

㊞スカウトフロアブル

オンリーワンフロアブル

（カネマイトフロアブル

3,000倍

2,000倍

1,000倍

33mℓ
50mℓ

100mℓ

前日

前日

 ７日）

500

オウトウショウ
ジ ョ ウ バ エ

灰 星 病

（ ハ ダ ニ 類 ）

①カネマイトフロア
ブルに代えて、マ
イトコーネフロア
ブル 1,000 倍（収
穫 3 日前）を使用
してもよい。

／ ○特 3A

11+7

㊞テルスターフロアブル

ナ リ ア Ｗ Ｄ Ｇ

4,000倍

2,000倍

25mℓ
50ｇ

前日

前日
400

オウトウショウ
ジ ョ ウ バ エ

灰 星 病 ①病害虫の発生が心
配される場合は、
特別散布する。但
し、収穫中の品種
に十分注意する。

／ ○特
６ ～ ７ 月

（成熟期）

3

3A

オーシャインフロアブル

アーデントフロアブル

3,000倍

2,000倍

33mℓ
50mℓ

前日

前日
400

灰 星 病

オウトウショウ
ジ ョ ウ バ エ

／ ６
収穫直後

（７月上中旬）

－

6

1B

M4

展 着 剤

コ ロ マ イ ト 乳 剤

㊞ダイアジノン水和剤34

オーソサイド水和剤80

10,000倍

1,000倍

1,000倍

800倍

10mℓ
100mℓ
100ｇ
125ｇ

－

７日

14 日

３日

500

ハ ダ ニ 類

カイガラムシ類

褐色せん孔病

①オーソサイド水和
剤は、もも・野菜
に飛散しないよう
注意する。

②ハダニ類の発生が
多い場合は、ダニ
ゲッターフロアブ
ル 2,000 倍（年１
回まで）を加用散
布する。

③ダイアジノン水和
剤に代えて、サイ
アノックス水和剤
1,000 倍（年２回
まで）を使用して
もよい。

④コスカシバ対策と
して、９月上中旬
に、フェニックス
フロアブル 4,000
倍を特別散布して
もよい。

／ ７
７月中下旬

－

M3

1B

展 着 剤

トレノックスフロアブル

㊞ダイアジノン水和剤34

10,000倍

500倍

1,000倍

10mℓ
200mℓ
100ｇ

－

21 日

14 日

500
褐色せん孔病

カイガラムシ類

散布
月日

散布時期
FRAC
又は
IRAC
コード

散　布　薬　剤
（調合順序・使用倍率）

水100ℓ
当　 り
調 合 量

収穫前
日　数

10a 当り
散 布 量
（ℓ）

対象病害虫名 散布上の注意事項

／ １
発芽開花期

（３月上旬）

－

M2

展 着 剤

石 灰 硫 黄 合 剤

10,000倍

10倍

（水90ℓ）
10mℓ
10ℓ

－

発芽前
300

カイガラムシ類

ハ ダ ニ 類

①コスカシバ対策と
して、発芽前にガッ
ト キ ラ ー 乳 剤 100
倍を特別散布して
もよい。

／
○特

４月上中旬
展葉初期

（80％落花期）

－

41

展 着 剤

マ イ コ シ ー ル ド

10,000倍

1,500倍

10mℓ
66ｇ

－

21日
400 か い よ う 病

①昨年かいよう病が
発 生 し た 場 合 は、
必ず散布する。

／ ４月下旬　スカシバコン取り付け　10ａ当り　100本

／ 2
４月下旬

－

4A

3

41

展 着 剤

㊞モスピラン顆粒水溶剤

オンリーワンフロアブル

マ イ コ シ ー ル ド

10,000倍

4,000倍

2,000倍

1,500倍

10mℓ
25ｇ
50mℓ
66ｇ

－

前日

前日

21日

500

アブラムシ類

黒 星 病

か い よ う 病

①カイガラムシ類の
発生が多い場合はア
プロードフロアブル
1,000倍（収穫７日
前）を加用散布す
る。

／ ３
５月上旬

－

M2

4A

展 着 剤

イオウフロアブル

㊞バリアード顆粒水和剤

10,000倍

500倍

4,000倍

10mℓ
200mℓ

25ｇ

－

－

前日

500
黒 星 病

アブラムシ類

／
４

５月中旬

　　下旬

中
・
大
梅

－

M2

展 着 剤

イオウフロアブル

※1 10,000倍

600倍

10mℓ
166mℓ

－

－
500 黒 星 病

①アブラムシ類の発
生 が 多 い 場 合 は ㊞
バリアード顆粒水和
剤 4,000 倍又は、ダン
ト ツ 水 溶 剤 4,000 倍

（収穫前日まで）を使
用する。

※１汚れ軽減のためま
くぴか 10,000 倍に
代えてもよい。

／ ５
６月上旬

中
・
大
梅

－

M2

展 着 剤

イオウフロアブル

※1 10,000倍

600倍

10mℓ
166mℓ

－

－
500 黒 星 病

／
６

７月上旬

（収穫後）

－

1

1B

展 着 剤

トップジンＭ水和剤

㊞ダイアジノン水和剤34

10,000倍

1,500倍

1,000倍

10mℓ
66ｇ

100ｇ

－

21日

21日

500

胴 枯 病

黒 星 病

アブラムシ類

①アブラムシ類が激発
し て い る 場 合 は、
㊞ダイアジノン水
和剤に代えて㊞モ
スピラン顆粒水溶
剤2,000倍を散布す
る。

②カイガラムシ類防除
のため枝幹部へも
散布を行う。

③コスカシバ対策と
して、９月上中旬
に、フェニックス
フロアブル 4,000 倍
を特別散布しても
よい。

／ ７
休眠期

NC ス プ レ ー オ イ ル 33倍

（水97ℓ）
3ℓ 休眠期

300 カイガラムシ類

①スプレーオイルに
代えて、ハーベス
トオイル 50 倍を使
用してもよい。

͎֪ᴴ࣊ࢳǽȝșȻșგ޼ᘖ᩻᪍ژໄ
㊞は劇物のため購入の際にはハンコが必要となります。
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１．除草剤の使用体系（土壌環境にやさしい除草剤体系）

　果樹園の除草剤はできるだけ土壌に影響の出ない雑草茎葉処理剤としていきます。なお、草丈20～30㎝以

下で散布することが効果的。

使用時期 対象雑草 使用薬剤・倍率の目安
水10ℓ

当り調合量
10a当り
散布量

使用上の注意事項

春 季
一 般 雑 草

多年生雑草

①ラウンドアップマックスロード 一般雑草は…100倍

多年生雑草は …50倍

スギナは ……25倍

100mℓ

200mℓ

400mℓ

25ℓ～

50ℓ
少量散布

１．吸収移行型除草剤

なので作物に飛散

しないよう散布する。

２．効果の発現は比較

的遅い。

３．展着剤加用の必要

はない。

４．少量散布の場合は

専用ノズルを用い

る。

②草枯らしＭＩＣ 一般雑草は…200倍

多年生雑草は…100倍

50mℓ

100mℓ
50ℓ～

100ℓ

③コンパカレール液剤 一般雑草は…200倍

多年生雑草は…100倍

50mℓ

100mℓ
50ℓ～

100ℓ

夏 季
（生育期間中）

一 般 雑 草

多年生雑草

①ザ ク サ 液 剤 一般雑草は…300倍

多年生雑草は…140倍

33mℓ

75mℓ
100ℓ～

150ℓ
１．効果の発現は早い。

２．展着剤加用の必要

はない。

３．春季の使用も効果

が高い。
②バ ス タ 液 剤 一般雑草は…300倍

多年生雑草は…140倍

33mℓ

75mℓ
100ℓ～

150ℓ

秋 冬 季
10 ／下～
　12 ／上

越冬性雑草

（翌年の雑草
の発生をかな
り遅らせるこ
とができる）

草枯らしＭＩＣ

　　 又は

コンパカレール液剤

………………100倍 100mℓ
50ℓ～

100ℓ

１．春草除草の手間が

省けて凍霜害や野

その低減に役立つ。

２．吸収移行型除草剤

なので作物に飛散

しないよう散布する。

※多年生雑草とはギシギシ、タンポポ、ヨモギ等。
※果樹園に使用する除草剤は、登録があるものを使用し、非農耕地用のものは決して使用しない。

２．除草剤の品目別登録状況

HRAC
コード

薬　　剤　　名 剤型

使用時期（収穫　　　日前まで） 使用回数　（　　　　回まで）

りんご もも
ネクタ
リン

ぶどう スモモ 杏
西洋
ナシ

日本
ナシ

オウ
トウ

うめ りんご もも
ネクタ
リン

ぶどう スモモ 杏
西洋
ナシ

日本
ナシ

オウ
トウ

うめ

H ザクサ液剤 ※1 液剤 21 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

H バスタ液剤 ※1 液剤 21 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 前日 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

G ラウンドアップマックスロード ※2 液剤 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

G 草枯らしＭＩＣ ※2 液剤 7 7 ７ 7 7 7 7 7 7 7 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

G コンパカレール液剤 ※2 液剤 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

※１の印がついている２薬剤の使用回数制限はいずれを使用しても通算で３回となる。
※２の印がついている３薬剤の使用回数制限はいずれを使用しても通算で３回となる。
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品 種 名 使 用 果 実 袋 名 摘 要

り

ん

ご

祝 　白ワックス（ＮＡ－10祝） 落花20～25日

つ が る 人着専用袋（中黒二重袋）
落花30日から使用する

（早いと生理落果がある）

ふ じ 一挙除袋専用袋 被袋期間85日程度

も
　
　
　
　
　
　
も

白鳳・あかつき・
川 中 島 白 鳳・
なつっこ・黄金桃

白ふじソフト10切 薄くて柔らかい

早過ぎると肥大が悪
かったり生理落果が生
じたりするが、 ６月末
までに終了させる

ＮＡ－スキ10切Ｖ（白ふじ）

川 中 島 白 桃
全 品 種 の 上 枝

ＮＡ－スキ８切Ｖ（白ふじ）

西王母・黄ららのきわみ ＮＡ－スキ４切Ｖ（白ふじレッド14Ｖ）

二

重

袋

Ｐ２Ｐ撥水（内袋105mm）
除袋簡単・葉つみ省
力・腐敗軽減。除袋は、
ＮＡ −スキより数日
早い

ピーチ22号ＴＰＬＶ（内袋120mm）
Ｐ２Ｐソフト（内袋120mm） 薄くて柔らかい

川中島白桃等の上枝・

さくら白桃・西王母等 Ｐ２Ｐ撥水幅広（内袋140mm） 横幅が広い

カイガラムシ防虫袋（ＮＡ－スキ８切Ｖ） カイガラムシ対策

ネ
ク
タ
リ
ン

小 玉 系 ・
水野ネクタリン

ネクタリン専用袋10切Ｖ（うす茶色）
果面障害が発生しやす
いので早めに掛ける

秀 峰 ピーチ２重袋（ピーチ22号ＶＳ）

スイートトップ・
フ ァ ン タ ジ ア・
フレーバートップ

ピーチ１重袋（ネクタリン４号）
肌あれ・サビ軽減のため
有袋とする

ぶ
　
　
　
ど
　
　
　
う

巨 峰
ナガノパープル
ピ オ ー ネ
シャインマスカット
クイーンニーナ

他

防虫カケイー１号（柴田屋）W205H290
薄くてかけやすい

止金が止め出しになり
巻きつけやすい防虫カケイー特大（柴田屋）W218H315

Nグレープ19号防虫袋（小林製袋）W203H290 スチューベン適用
サニールージュ適用ぶどう１号防虫袋（柴田屋）W205H300

Nグレープ18号防虫袋（小林製袋）W190H265

特選NグレープD19防菌防虫袋（小林製袋）W203H290

止め金はしっかりと固定
する（スリップス・カイガ
ラムシ対策）

特選SトップグレープD20Ⅰ型病菌防虫袋
（小林製袋）W217H315

ロザリオビアンコ適用

シャインマスカット

シャインD19防虫袋緑×緑（小林製袋）W203H290
日当たりの良い部位を
中心に使用し、日当た
りの悪い場所では、使
用しない。

シャインD20Ⅰ型防虫袋緑×緑
（小林製袋）W217H315

シャイングリーン１号防虫袋（柴田屋）W205H300
薄くてかけやすい

止金が止め出しになり
巻きつけやすいシャイングリーン特大防虫袋（柴田屋）W218H315

デ ラ ウ ェ ア デラウェア専用袋

ポ リ 笠

乳白　220mm×220mm
日焼け防止

種あり巨峰等適用

乳白　300mm×300mm 種なし品種等適用

透明　300mm×300mm 赤系品種掛け代え用

タイベック笠
（ホッチキス止用）

270mm×270mm 反射率高く、温度上昇が
低い

ワンタッチではない

な

し

西 洋 ナ シ
ラ・フランス他

専用袋 オーロラ等

南 水 特選南水袋特大 日焼け軽減できる
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ᅔҷɁҟႊࠕ
　展着剤は農薬の効果を一層高める働きがある。農薬が十分な効果を発揮するためには、薬剤

が作物など散布対象物の表面に広がり、また細かな隙間にも行きわたり、均一に付着する必要

がある。この働きを助けているのが、展着剤の有効成分である界面活性剤です。界面活性剤は、

様々な作用を持っている。

〔１〕　展着剤の種類

　展着剤には大きく分けて３種類あり、それぞれ次のような特徴があり、その種類の中でも展

着剤毎に特徴がある。

１　一般展着剤（スプレッダー）

濡れ性、付着性、拡展性、懸垂性などの作用を持ち、薬液を均一に付着させる。

２　機能性展着剤（アジュバンド）

浸透・浸達性を持ち、薬液（有効成分）を積極的に、作物に「浸み込ませる効果」や病原

菌・害虫の細胞などの標的部分によく付く。

３　固着性展着剤（スチッカー）

付着性・固着性等を有し、薬剤を植物体に固着させる事で耐雨性等の残効性を高める。

〔２〕　薬剤混合の順番・使用上の注意点

１　薬剤混合の順番

①　展着剤は製剤を水中で分散しやすくする作用があるので、基本は展着剤を最初に入れる。

ただしＫ . Ｋステッカーは、最後に入れる。

２　使用上の注意点

①　濃度は、低ければ効果は少ないが、高くてもかえって農薬が流れ落ちてしまう。

②　乳剤には、界面活性剤が 10％程度含まれているので、希釈倍率が１, ０００倍程度な

ら展着剤は使用しなくても良い。

③　薬害を起こす、「品目・品種・使用時期等」、「登録内容」をラベルで確認し使用する。

〔３〕　実際の展着剤（展着剤の一部で、主に使用されているもの）

種　　類 商　品　名 使用倍率 備　　　　　考

一般展着剤

Ｙハッテン ５，０００～１０, ０００

アイヤーエース １０, ０００ 消泡性

まくぴか １０, ０００ 濡れ性よく、乾き早く、汚れ軽減

ラビデン３Ｓ １０, ０００

機能性展着剤

アプローチＢＩ １, ０００ 浸透性が高い

ササラ ３，０００ 消泡性、濡れ性よく、乾き早く、汚れ軽減

スカッシュ １, ０００ ダニ剤効果アップ※１、汚れ軽減

ドライバー １, ０００ 濡れ性よく、乾き早く、汚れ軽減、殺菌剤効果向上※２

固着性展着剤
Ｋ．Ｋステッカー ３, ０００ 果実袋の粉立ちが少ない。

アビオンＥ ５００〜２, ０００ 特に固着性が高い。

※防除基準内の「展着剤」記載は、上記の「Y ハッテン・アイヤーエース・ラビデン３S」を基本とする。
※１　すべてのダニ剤の効果がアップするわけではありません。
※２　すべての病害に効果が向上するわけではありません。

ᕹᬂୠࢎᑇ୳Ɂҟႊ
　作物の養分が不足すると、樹体や果実には、さまざまな症状が現れる。このとき、土壌から

肥料等を施用しても吸収には時間がかかる。症状に応じて、即効的に効果が期待できる葉面散

布を実施する。また、果実の品質を向上させたい場合にも有効な手段となる。

　下記に一部使用例を示すので、積極的に利用する。使用例の他にも、多様な使用の仕方や種

類がある。

　なお葉面散布肥料は、一般的に農薬との混用は可能だが、一部混用できない農薬や葉面散布

肥料同士の混用ができない場合が多い。また、プルーン・すもも・ぶどう等、果粉がある作物

は使用時期に注意が必要。このため、ラベルを確認し使用する。不明な点は、果樹情報や技術

者に相談して使用する。

使用目的 商　品　名 使用倍率 使　用　例

総合的な

品質向上

オルガミン １, ０００～２, ０００

落花後からの薬剤散布に混用ケルパック 66 ５, ０００～５００

友果 １, ０００～５００

樹勢維持

・回復

アミノメリット青 ５００
開花前から５月頃

尿素 ５００

収穫前

品質向上

色一番Ｅ ２, ０００
収穫前一ヶ月に２～３回

７～ 14 日間隔で散布
カルビタＰ ７７０

メリット赤 ５００

モーニングシャイン １，０００〜５００ 収穫 30〜 40 日前、着色初期等

カルシウム

補給

カルタス １，０００ 落花後一ヶ月の間に２～３回

収穫前一ヶ月の間に２～３回

７～ 14 日間隔で散布

又は落花後から毎月１回

カルビタ １, ０００

スイカル １, ０００

ストピットⅡ ５００

マグネシウム

補給

グリーントップ 70 ５００
落花後～収穫前

リーフマグ １, ０００

マンガン補給
グリーンデイズ １, ０００

硫酸マンガン ３００

凍霜害対策
アイスバリア ２５０～３３３ 発芽期～落花直後

霜ガード ５０～１００ 開花３～４週間前、開花前、落花後

果面保護

薬害軽減
クレフノン １００ 落花後～７月頃、銅水和剤使用時




